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は　　じ　　め　　に

本県商工業(こ)青くに,小規模等謹企業r.こよってJ構成-され,そつ動向は本県経済｡消長卜二様が)て

重要な影響をも.7T ,_JI,寸も′'-)であ;Jo華),二極,nll:.業はこI雄帥鳥l二者Lく1最近L/:'動向1,71_揺庄Eけべ

き幾多(/)間崖ノむ,j-藩在してし(,i,C昭柑′工'年生現下鉱工業製造古封上El荷額2臣､ 1億,⊃うち,繊維産

業は全体こ欄吊｢留を占L'<ノ,峡勢露称:-J一乗をにた　ていち′:,;,そ{-::沖に含まJILてhる零細企業

数(従業員9人以下ー)は巳欄を占折も現紙である､,近時人件費等諸物価,⊃高騰と労働力不足trJ;.

企業.ご)等純化に拍車を加え,家内工業化/＼{)移行等,栗に細分化の方向に勤しr･ていることIri,令

後D中小企業経営,.'''-つしへて抜本的な検討を加えかすれば王らノたい時期にきてL.へるQかかる才か尊対

象=場C)硯):JL:一ら県は昭和A 2年4月1日から,特Lこ中小企業こ灘倉持導体制を確立するたれ

中小企業総合指導室を設け,織推･機械1,:属･窯業,)三試験指導所関をそ/,DJ所管とし,経営と技

術の両面にわた/?,Jl散底した総合指導によb中小企業,:Tj経=17改雫を行たうこと･/7:なった｡これTJlた

め当所は従束以上に,技術指導に基点をおき,能登川･長浜･高島rj各級物産地に一汁し1て巡回技

術指導･経常話術等講習会等を行7ti:■U-),産地全体･-j技術水準を同上二することに専念してきた(又

新製品の開発研究を行fEL･,その普及指導に努力するとともに,中期技街着研修等によって企業内

0人作りを行をレゝ技術開発力とそ/fj意慾を海蕃助長し産地○振興につとめてきた｡又.葵に地場

産業に密着した現地指導を√酎ヒするため.当所高島支所,:つ施設を充実せしわキメ細かを技術指導

が即効的に行詰:h得る体制を整えてきた｡

然し技術革新つ現在,産地に訊ナる繊維技術センターとLて173,'Ll,t割を充分に果たすた.1<JJr二鳥

今後益々深レ心研究と適切な指導をギ〕ぎLて積極的ミニ努力を憤倒し,総合指遥体制yv=･効果を更に高

揚することr'必要を痛感してレ.る次第ですo

以下は昭和4 2軍産つ主賓業務を集録したも(Tjであり関係各位rj高覧に供し.一層つ御鞭捷御

協力をお願い寸,-I,次′第ですo

昭利115年1 2月Lrl〇日

滋賀県繊維工業指導所長

井　信　次　郎
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l　　試験研究に関する事項

1　織物の防火加=につしへて

指導係長　野　々　下　増　三

技　　師　小　林　昌　　幸

1緒　　　　言

械経は有催物栗が殆んどで,可燃性であるCなかでも繊維素筒維I:-i.蛮山積経に生べて･Li,JuJ･ゝに

燃え易(燃焼後にはわずかた白h灰を残す.'てすぎか-A｡,乾燥した鵜碓索('-亡14口ひC以上にならと

酸化をうけ/はじめるo　訂DoC以上萌熟にさらされると熱分解調基こり,気体( 2侶b),液体(

占5夢),固体( 1 5alu )に分娩し. 7i雄雄二ガスは鰍乾しはLil)るo翫維素Cj櫓焼過程率に三:皇生

するガス体としてL･-土酢酸,メチルエチノレケトン,ホノレムアルデヒ[',メ?J'ノミどでもるo按で宥JL

●　多くむ化合物の混合物であ,3が,そ'7)うち五葉た成分比揮発性タールで;'>FJる√,この/A-ル[-i多く

C)揮発物を放出し非常に可燃性であるo固体cJl主成分rfl炭素である｡

防火恕工i7)メカニズムについて{LIT.被覆理論･ガス鷺論･熟的JT軍籍･化学的理論C)諸説かあるが

防火加工剤全てに支持されるものでは恵-vlc

防火加工法としては撫機転猿島,炭素一店酸塩法,金属酸化物一有機塩素化合物法, THPC

法, APO法をどがあるe

本試験で,.士麻/レーヨン/エステ}L,混紡放物および壁,紙を市販の各種防火加=剤で処理し､炭

火面壊,加工剤と耐光性･耐熱性｡染料の変退色･私物強度等vn)関係について芙験的に検討した｡
I

2　試　験封　料

2-1　舐　　　物

麻(J20褒). L'-ヨン〔60褒),エIXテル(2C･'轟)混紡箱物

ヰ筒底(縄目417経,緯共　密度経50本/2C茄,緯42本/2cm

●　2~2　壁　　紙

0社提供,:I)もの5種類

2-5　防火加工剤(繊維素用-)
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～ 雛L 封. 声j≡ 六二 ��｢�5-1布の処理法 勍二l 一考. "a/-,. 劔i Oi 

(a)浸津法:白布および染色布を所定改まの酸に浸済アングル脱水(Pickup100錦)I-_fL… 熱風乾県(100'C.5分)を連続的に行なった○ 劔8�･�~ﾉ_8蓼��������&夫��ﾋ驃ﾈﾋ驃ﾈﾇﾂﾂ罟ﾇﾂ29��$ﾆ���6�ﾆHﾇﾃｸ6ｨ��丼�<R�劔剪�

≡-__L琶~ 遊ﾂ��･"�｢��ｦ｢��｢�����ﾊｸﾜ��袵ﾓｲ�V�����������xﾒ�ｳX��������ｮﾉ?｢�|ｩ+yu��ｷ(ﾋ���ｸ�6��T畑�����謄ｲ�b�b�ﾂ�j I I 黄 j i i 梨 】 i i I r叫 I 剴篷x��7��������ﾘ自wB�貞��ﾒ�ｧFrﾒﾒ�[B�Oｨ�����(蔗��ｲﾒﾓ虍����2ﾓ�ﾘ�ﾈ*ｳｲ�刮?�ﾒ�(ﾇﾉ?�?�ﾂ�ﾘ柮�+(蓼��B�ﾊｲﾚH����$ﾉ?��Xv��ｫ��7E���ﾗ'����Xｶ�ｲ���&b�｣2ﾒ�e(耳v�､ﾈ���箋���辻x6｢��ｲﾖﾇ"ﾓ｣､ﾂ�蔦ﾗ鉞ﾂ�d�,R�6��^rﾃ､定v�｢ﾒﾒ�ﾈ"�,Bﾖ�����*ﾗ�ﾘ,R�ﾛ��鞆hｹb�闔ｨ耳爾��8爾��

Em)噴霧法:白布および壁瓜を坂上に止め,スプレ-ガy(1∝)C.C/舟)で刃秒御車#, 劍ﾋﾘ岑*ｩDh-�.x.｢ﾈ-ﾈ+ﾙJﾉNx*ｨﾘ(*ﾘ,�.�,iI(ﾍX*ｩ.�岑+x.佛委ﾈ,�*�.薬�劔剪�

熱風乾県を国分的に行なった｡ 5-2PH ガラス電塩穀PHメーク-(日立一姫場淑odelE)を使用した0 5-5白庇 潤色色毒針(東京電色梨TC-5D)を用い試料を5回ずらしその-ンクー白虎を求め三‥き ��儷ﾃ��ｨﾜ��液ﾈﾏ右ｩ7ヨ����劔剪�

J +★ + I 一一ソf=- 劔刮Ti防火剤 �'見掛亜慶 i傭釈倍率) �����#�t2��昌等偲諾腰PJ羅裂畢含水率 劍屍���咤�薰���ﾖ2�,r�+����ﾜ����ﾜ���� 

･o!未処可竺倍 剪ﾒ�% 85.5 ��ｶ侭�9UﾂﾂﾓC哩?�ﾖﾄﾕ���3��"I 1t5 � 

l .ナ準1レ鴻耕一5E20(5) 剿�SB�7iD ⊥一一I-} ト76B �#(�ｹ'C��ﾘ���Vg���15JS � 

た○キー ち-4~炭化面積 剴ｴ�"糲986ﾈ95"ﾓ����唸��#�コ��ー占ム1 1 �-M宣1義一■一~蒜千議 _｣ ��U�����

:A5 �6ﾘ6ｨ6ﾈ95"ﾓ#��20(5) 澱縱r�75B ��x�#�#�?ｩU��12.9 � 

i試料面が15×2知慮出する薄い鉄機の枠をつく9,この枠が450焼斜する支持台を設け:喜 下ア}t,コ-JL,一ン'の炎(長さ4童J-i 剩�B��R��B��r������������ﾆﾂ�ノM-2 唐��"絣��557 都#R�_ヱ且}可M.P～4J ! ��R絣�����

部から77CZl,試料面と炎の距離4亡茄)だ試料に当てたo こC)とき炭化した凡その面横を求めた○試料の前処理として5UCの乾換器中に24.hr,/シー=-5. ��冤ポ-ネy 班-100 粉��C2��纈��5皿 都$"�･4鎌.82日6Cr.t8. 剪�

1)カゲ}L,.デツケ-クー中で48hr,乾放し試験した○■ ���71,i-ムブルーj 7♯27【‖ 唐絣�ﾂ繧��8.27 砺絣�22庵165011軒 l ll ��T����

5-5燃焦状.態 劔フレ｣.ムカレーi フ舶50f ��c"ツ"��6.58 I 津sR���･4i鎌司サ ー �6ぴﾒﾒﾒﾒ�������

試料5×2CPhのものを垂直にたらし下部からアルコールテyプの炎に10秒間当てたあとは_5-. 劔;レ一審訪い(.25) �4B2 都c"�18.稚20R18弘上4.1 剪�

ずし,燃えず忙炭化した場合を不燃,しばらく燃えた後消炎した場合を難燃,消炎せサ瀧等 ー′ヽ一Vヽ■～}ー′ヽー えつくした場合を全焼とした○ 劔丁ソファ｢ルl 100 �#�コ��612i77.? �16一.全焼205]1768号 ｣ ��R絣��*ｲ������b�����

5--6引裂強度 劔ブイ叫2155(7.i) �6.7Oi7aO 勍41二重ロ蒜~Lー-..-iB 冓 呈 妻 ≡ き ≡ ∈ 

試料旺調湿(2UC,65%RH)した後エLV}yドルフ型引裂強度試験機を用い経.樺5回二~L… 12 劔7.73-1蒜.&6)い可7,.617画20刃.544i15.9 5 



黄2　浸　　恒　　法　(有効湛f;ill 16額)
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表4　噴　幕　法　(有効浪鑑16解)
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表5　噴　描　　法　(有効植皮　8啓)
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D5日-I-ネソ
A--■T　-I--　‥~~-■

D6 i 7レ｣ム:カレーフ

M っOD l Zn4( 5･4);

r#270日7.0( 5.9);
I

音66-0● ! 52.4(抽D 7　ぎ　7レ｣ムフツLJ--フ
-　~--~J　~'･小-･1 -●--.■.

18_｣ 7レ｣ム7'JLI7 # mCH_1甲(

5.00　■

8.40　言

6.80

占.ら); 4J5
-　一十　･　　-一･･

アyフ●アールlDD l4C1.0( 2.5)i 6.5

0
-　十

9!

ブイゴール　No2 !2占.6(5B)! 6.76

79.7　　17　全焼　226FJ　19･JilJ

80･rl　15E　〝 :_2165　18%

77.7　16毒　LJ　2255. 1952
i  _  _ _-J-A

755: 15と不焦　2rJ4D　1766
- .-F I--  1'

75･1 F　28,全焼, 1776　1500

78_6 :　15　.･[　　2204　186/i

79.1　　17

78A7 i
~ I　'1-1

ブイゴール1 00-Tl55Liv(議~~-9.一義‡ 78.8

p A. 2056. 1?TJ

〟 ≡ 20糾: 1857

2口46　=　1972

2118Z　1866

o処理薩度, PHは浸潰法の場合と同株である.

表5　壁　続　の　防　火　性(噴霧法)
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本試験の星雲な目的である防火加=の効果につ'.nて炭化面積および燃焼状態から検討してみる

と,先ず炭化面額であるが,面積が小さいから不燃性,難燃性であるとは云えない｡これ払防

火剤は招維素を分解,促進する作用がある.この分解作用によってクール物質の生成量を減少さ

せ,炭化物の畳を増大させることから云えるD現に1表～5表C)測定結果が示しているように,

未処理布の炭化面積は4cwt2, -番良く防火剤が含浸付着してLJlると考えられる浸資法16%でIdそ

の両軍25C7n2( B 4 )で約4倍炭化している.全般的にみて噴霧法よ9浸済績C)方が炭化市街が大

きくなっている｡個々の防火剤の特長は特に認められない.

次に燃焼状態であるが,噴軍法C)場合が燃え易く,防火剤酸度8鍵, 16房で殆んど全焼したo

要するにこれは防火剤の片面含浸であれ　付着量が少く,その上虹があると思われる0 -万,伯

の片面娃未処理の状態か,わずかに防火剤が浸透して来ているに過ぎないoそのため炎が-たん

燃え移ると徐々であるが,燃焼し尽くし,防火効果は良くない｡それが,覆審法であると防火剤

溶液が,平均に十分含浸するため付着量も噴芳法に比べ高し(筈であるo従って表裏の区別はなく,

滋庶8肇の場合一部(A5, A9 )は全焼したが,不燃か難燃である｡ 16感と鎗度が高く怠ると

全試料炭化するだけで,不燃で防火効果があることが2表より明らかである｡

処理布の強度変化は衷1 -表4の測定結果からわかるよう(R:,防火剤による処理方法,良庇に

よる影響が実に大きhoこの引裂強皮の低下は噴霧法よ少含浸の十分行なわれる浸輯法の方が大

きく,浸瞭漂16多では低下率50帝強(B5, B6 )のものがあり, 8夢と16留を比較すると約2

倍の低下である｡噴穿法で娃このような大きを強尉藍下肢発生していをho

このように極端宏強度低下の原因は防火剤に含まれている燐酸が熟｡時間a)影啓をうけて級維

素を脆化さし,あるいは熟硬化性樹脂分による繊維素分子の固定によるも0と思われるoこの欠

点を防ぐには有横断ヒ合物とジJt,コニウム化合物の併用が相当効果があると云われている｡

加=したものが空気中の湿気を吸いベクつくようなことで払防火加=の寿命に影響するので

含水率をもって渦定したD浸唐絵で処理した白布vD含永峯は表1 ･表2の通りで,未処理布に比

べてやや高くをっているが,大事恵蹄はない. A5. A7. B5. B7のよF)に樹脂分を含ん

でいるもの絃疎永性に怠り吸湿性が小さい.

壁親綻5種寮使屑し,噴算法で処理したため表面だけ防火剤が付着し,轟側の紙は未処理の状

態であるため燃え易く, -たん炎が燃え移ると全焼してしまったo従って織物密皮が粗あるtJnは

醇い場合は両方前もって防火処理を施す必要があるC
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衆6陀示すように処理白布の耐光性壮1Dhr. 20hr風柑(温度4げC )の結果良好であった｡耐熱

試験では処理白布全部黄色あるいは褐色に変色してしまった｡これは耐熱試験温度100℃.時間

10hr I 20hrという条件のため付着している防火剤の成分が,防火作用を発揮するため徐々に舟解

したためと考えられる｡

表7a)結果から判るように,染色布紘防火処理によって色相の変退色をうける.この試験で特

に労るのはBrown 8ftLLであるo全般的にみて変色よ少退色の候向が大きho

表8の染色布の耐光試験の条件は白布の場合と同株であるが,未処理布は全く変化をうげをho

処理布も全般に良好であるが,防火剤の種薪からみるとブイゴーJt,Ⅳ0 2 (9.'JZg退色作用が大きL,1,,

染料簡からではGreen F2GLLが各防火剤の錘をうけ,変退色し易ho

表9の耐熱性をみると染料自体よEF防火剤の経験,即ちノyネンN-5. R-1.. 蕊-2. W

-2,フレームプルーフ券2和　の影辞が大きいことがわかるc

S　桔　　　　言

選択した11種類の防火加=剤で処理した場合の効果,影響について次のような結果を得たo

(王)白布を防火剤で処理した場合,白虎の低下がある.

t2)噴霧法よ少夜祭法の方が炭化画境が大きくなる慣向があるCこれは後者の場合,埼一夜含

夜と付着量が多いことから防火剤成分が十分作用し炭化を促進さし,島鮭素e)クール生成

畳を減じるためと考えられる.

Eg)防火効果結浸済法で濃度が高い程良好であるo　しかし,処理薩皮が高く走ると転職に引裂

強度が低下する｡

(4)含水率が噂加する｡

(5)決色布は防火剤の処理によって変退色する｡

(6)処理白布の耐光性は良好であるが,耐熟性は劣る.

(7)処理染色布の耐光性は全般に良好であるが,一部防火剤･染料の種塀によって影静をうけ

る｡

(8)処煤色布の耐熱性披一部良好であるが,十分でないCL)で処理後の乾晩温度･時間に注意

する必要がある｡
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2　クレープの柔軟加工について

技　師　前　川　春　次

1.概　　　要

古くから綿クレーフ恨男性の夏肌着として着用され,クレープのもつ独特のシャT)感旺盛夏

時に,視党触感共に一種の涼感を与えているが.近年の消費向上と着用範囲が拡大し,女性用

肌着或いは外着としての使用が多くなったが,必然的恵欠点として滑9が悪く,又伸縮性昭乏

しく粗硬を感じがあるため素材の転換等によ9軟かVl滑りのよいもの-と変化しつつをるが,

綿･麻ではこれらの触感は得難いので,同素材でメT)ヤス様の滑り･柔軟性をもったクレープ

が要望されるので現在市販されている柔軟剤を使用し,どの程度柔軟性･平滑性を統与するこ

とができるか検討を加えたD

2.柔軟加工剤

天然の繊維素系繊維はそれ自体脂肪･観質をもちある程度の桑軟性･平滑性は持っているが

精疎漂白･染色整理の工程においてこれらの脂肪頻を除去するため,平滑性を失い粗硬を感じ

を与えるように在る.又整理仕上において防縮性や形態保持を賦与する目的の樹脂加工や耕剤

のコーチyクによ少触感が硬くなるoこれらを防止するために用いるのが柔軟平滑剤であり,

これらの加工剤には加=目的によ少系統の異をるものが多数市販されているo故喝滞クレープ

欄維乗反応塑樹脂を仕上削とし, 7-オy系･カチオy系･非イオy系の三種の柔軟剤を併

用しその効果を比戟してみた｡

5.加工方法

試　　　　　料　　　　　綿40S　クレープ

柔　軟　剤　　　(1)ア=オン'系　(2)カチオ/系　(3〉　非イオン系

使　用　澱　庶　　　　各1解　　5夢　　5感　　　5程

仕　上　樹　脂　　　　　械堆素反応塾

使　用　濃　度　　　　　5俸　　9%

浸　　　　　摂　　　　　2dip　　2nip

絞　　　　　り　　　　1OOaJ

予備乾晩温度時間　　　1 0 DoC　　　5分間

熱処理温匿時間　　　　1 4 0℃　　　5分間

上記工程にて仕上後,風合･硬軟皮･摩擦係数･圧轟性を測定し柔軟効果を比較検討した｡

4.結果及び検討

L　風　　　　合

風合メーターによって20X20C孤の試片のたて方向･よこ方向の押込抵抗を測定し,その

12

たて･よこの合計値をも･?てあらわしたのが図日)であるo図からあさらかをように仕上敵脂

が高濃度ほど風合値が全体IJz,=たかいが,柔軟剤の併用からみると,各種の柔軟剤に<tり効果

に差が見られ,又柔軟剤の痕Ii/l･'高くなるにつれ柔軟効BUJ;よくたる.重統別にみると7-

オン系は他こ〇二系統!′二比べ散見が/jlさいC

1　5　　5

柔軟剤激変
1　5　5%　　　　　　　1　5

｢〇 .懲

5
zJJii_

2　硬　　軟　　度

ガ-レ式の硬軟壁測定器にて巾2. 5C78の試片をつりさげ.一･D移動距離から甲数をもって

瀧定し比較したoやは少この場合も前記と同様に仕上樹脂の酸度差がみられるが低殴匿のと

きにかいて5ajbから5 %の柔軟剤湛匿,D場合にその柔軟効果が高波匿のときと比べ曲折が異

なるれこれらは付着樹脂畳の増加及び繊維素の官能基との反応が増し'架橋結合が多く象

るとともに硬化現象にもとづくものと思われる0

3.摩　擦　係　数

柔軟効果のうち平滑性をみるためのめやすとして静摩擦･劫摩擦係数の大小が問題にたる

が,上記の方法!,71_て処理･仕上げしたクレープの経緯糸をほぐし'ライダーの滑りだしによ

る静摩擦をクyl)エ/ト角度で測定し比較したo仕上樹脂政皮差によって表面付着樹月別こよ

る糸表面の状態が瑚射て怒り平滑性が低下すること/J;考えられるが.図I･･=おいて差異がみら

れることから,ある程度O効果はあるものと思われる｡叉.供試料が紡績糸であるための差

遣による影響を考慮しなければ女らないので,めいかくなこと姓いえをho
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図5　摩擦係数

1　5　5　　1　5　5解

4.圧　　縮　　性

圧縮性はその放物のしなやかさで亨だせるが,クt/-プの場合シポがあり圧縮率はそのシ

ガの高低によっても異なるがこの場合5枚の試片を互々に交錯さし,一定加重を加えてその

時の厚さを珊定し比較した.仕｣:樹脂濃匿による差はあま少ないが柔軟剤の産額･鍍直によ

りそO効果が異なっているo全体からみて7-オy系が悪く, (27のカチオy系につV,て/jj:効

果現象もよく濃度増とともに圧縮性も増加しているo

S　結　　　　　び

以上各項目を検討しrl)の7-オy系の場合その素質からみて高熱処理(,7:よ9熱分解抽やけ

により柔軟平滑効果が滅少するものとみられ,カチオy系の場合,繊維素との吸着反応性が

よいため,その効果が.日へと考えられる｡非イオy系の場合も仕上樹脂の選択･熱処理方法

を考慮することに-より充分使用効果があるものと思われ,今後の研究課題として検討する必

要がある｡
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5　-忠　地　の　仕　上　加　工

技　師　木　村　忠　義

1.日　　　　　的

アメリカにかいて開発されたPP力江には-一腰に①ブ1,キエアー法と㊤ポストキュ7一法と

に大別されているo PP加工O特徴としては繊維と樹脂と熟圧とを組み合わせ形状固定するこ

とによって,従来の樹脂加工には見られ竜かった耐洗濯性･･7)あるプリーツ性とウオッシュアン

ドウェアー性とにより完全なノーアイロン性を与える点であるo

そこで今回芯地の消費的必要性からウオッシュアンドウェアー性を重点にPP加工用樹脂を

使用して芯地について樹脂加工の試験をした0

2.試料および試験方法

=　供　試　料

芯　　地

混　紡　率　　レ-ヨy

麻

テトロン'

密　　　度　　ク　　テ

ヨ　　　　コ

番　　　手　　タ　　テ

=　　　　=

60.2

19.6啓

20.2

64本/2.54珊

50本/2.54cm

41.85

59.5S

(27　試　験　方　法

且.収縮率試験

級物の収縮率試験方法<JZS ･ L-1042- 1559>(,=より①常温水法②沸トウ水法

㊥ラウyダオ･メーク一法により1回～5回まで洗濯試験を汗帥収縮率を測定してウオ

ッシュアyドウェアー<W//冠生>性を検討するo

b.引裂張力試験

6･55cDlXlDc茄の試験片をクテ･ヨコ方向にそれぞれ5枚挟取し,エレメyドル7型引

裂強サ試験機にて強サを滅定するo

c.防シワ審試験

1C7nX 4cnlの試験片をクテ･ヨコ方向にそれぞれ10枚採取し,試験片の長辺に直角に2

つ折りとし,これをモyサyト塾防ツワ試験機にて防シワ率を測定する｡

d ･樹脂付着率および樹脂脱落性

10ImxlOc7Wの′てイヤスに切った試験片2枚を採取しJ I S ･ L- 1041 -6･1樹脂量試験

方法によb樹脂畳を測定し,樹脂付着率及び樹脂脱落性を測定するっ

(3)樹脂加工方法
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(2)引裂強力性について

第1図の結果から引裂強力につしへて払樹脂の鍍鑑と反比例して強力は減少傾向L,Cあるo

その中でもSumitex Resin瓦生-5 (メラミ/樹脂)が最も低く,樹脂戚匿を1 5a/V使用す

れば強力が5 C留も疲少して樹脂1]il工の結果完全に弱って1LJ,,7J ｡そLD反面P･P ;]日工用樹脂は

減少頃向が小さくその半分くらいであるo全体的に緯方向が経方向よりも堀力減少が少たく

5　　　　　　6 9

浪　　慶　　惨

12　　　　　15

尚,現在加工されている芯地の引裂堪力は樹脂加=品に比べ経145091 ･緯1160gと相当低

(-なってし1為が,これは加=剤つ種類によるところが大きLJlと思われるので,このよう恵欠

点を挿そう為に改質剤(例･アク7)ル酸エステjL嘲脂　･酢ビ.アクリノレ酸エステル共重合

ヱマJL,ジョy　･ポリウレク勇封脂)や合成織維混紡等の応用が大切であるo

(3'1防ツワ性(･':つし1て

防ツワ性を測定した結果第2図･,1)通9で加工剤の種類にかいてパラツキが大きしへがこれ娃

Pj?加工剤が完全･:･7:架橋結合をし樹脂化されていないので(高温高圧が必要)その効果は非

常に低く,したがってSumitexResinlA-5(メラミ叫封脂)のように140℃前後で樹脂化

するもつは敵蟹が低くても非常に効果がよしJl｡又従来D芯地が1545多と良い測定結果を碍

たが.加工剤付着量が今臥つ樹脂付着量よb多Lr,点についても検討しなければ･ならなrvTlが,

大体におしへて9%以上V?政度液を使用しなければならなしへ｡ PP加工剤と加圧･加温等の条

件による差異と合わせて次回において充分検討したV,っ
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(4)樹脂何者率および樹脂脱帝位について

樹脂付着率の結果は欝5囲,樹脂脱落性の縫栗は第4図-第5図の通りですoこれらの囲

よ少樹脂付着率について検討すれば2 - 5のものを除き樹脂政慶と付着率は比例してか9,

中でも昏umiteEResin班-5 (メラミy樹脂)が一番よく付着しているoこの点については

前項目の防シワ性の結果からもよく理解できる｡叉, PP加工用樹脂は全体に差はなくよく

まとまっているo

樹脂脱雛については二項目あ少,欝4図の水脱落性エbも欝5図のセッケy脱落性の方

が全体のバラツキが大きく,特拓樹月旨薩慶が1 2 %以上に茂ればPP加工用樹牌の方が多く

脱落しているoこれは表面付着性が多いためと思われるが, P,P加工工程で高圧プレスをす

れば良くなるものと推定されるo尚現在加=され市販享れている芯地の樹月旨付着率は1 1. 7

%,樹脂脱雛は2.8解のものもあ少樹脂の選定と加工法を検討する必要があると考えられ

る｡

4　結　　　　　言･

怒地の加工について今後生活様式の合理化や合成織椎の発達につれて衣叛全役にP･P加工製

品がでてくれば当然芯地にも完全をW/W性やノーアイFy性を要求されていくだろうと思う｡

今回のP･P加=試験の壇とめとして次のことがいえるo

(1)収縮率よりみたW/W性につhて披放物密度や加=条件等にも影響卓れるが｢股陀樹脂加

工を行なえば向上するo今回のようにP,P加工樹脂を使って従来の加工条件では,石ケン水

による樹脂の脱啓率も高く,充分をW/W性は得られない.

(2)樹脂加工酸度を高めていくと収縮率･防ツワ性･付着率等は向上する反面引裂強力が低下

する｡

(3)引裂強力の低下は従来の樹脂よりもP.P加=用樹月旨の方が小さいが, RE- 5の場合同一漉

慶にかいて高い防ツワ性を示すが,その反面引裂強力が一番低VIo

ZZ

(4)防ツワ性は樹脂加工を行なえば向上するが,ここでは鉱一5 iR:ついでPC-10が比軟的良

好である｡

以上従来の加工剤とP･P加工用としての加工剤を2- 5穫選び芯地としての性能について比

軟検討したが, P･P加工剤の場合の加=条件が本来の条件と異をっていたので充分な結果を得

られなかったが,次の機会に完全な条件のもとに加工後の2択製品までいったところの温度･

湿度変化などIn:ついて検討したtn｡
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5　合繊混紡糸の縫糸捺染について(第二報)

り浜村野川木願師師等指技技 増

忠

三茂轟

1　は　じ　め　に

欝一報に引き続きポ1)エステル/綿および麻(65:55),アクリル/レ-ヨy(刃ニ7D)蘇

よび麻(65 :55 )の混紡糸を閉L,4,使用染料l'Cよる捺染性,堅牢性,色彩の点について検討を

加える｡

2　試　験　概　要

これらの合繊混紡糸の場合に考えられる捺染方法には, (1)早-染料による方法, (2億倉染料

による方法, (a)素材の前処茸による単一染料i'7:よる方法があるが今回蛾2)と(a)の場合( 7クlJ

ル泡のみ)について行をった｡叉,混合染料及びクyニy軟便用により樹の流動性･グ}叫ヒ等

により捧染性並びに色の発色性に差が生ずることが考えられるので2- 5の轄染粉を用いて試

験した｡

5　倍　筒　染　料

8　分　散　染　料

簡　フォT,I/ブル一　　　　　五B王J

縛　　p　　レッド　　　　　8-EL

鱒　　u　　イエロー　　　　S172GL

㈱　　n　　プラクy　　　　5-2RFL

陶　　〝　バイオレット

b　直　接　染　料

簡　ソーラープ1)アyトアルーBL

錦　　n　　スカーレット　　BL

開　　p　　イエロー　　　　5LG

㈱　　p　　プラクy　　　　5GL

鰯　　q　　バイオレット　　BL

e　反　応　染●　科

掃　シバクT=yブル一　　　　五5GL

囲　　　u　　ブT)アyトレt'F2B-F

飼　　(,･　イエロー　　　G-A

鰯　　　n　　ブラウy　　　5GR-A

約　　　0　　バイオレット　F2盈-A

d　カチオン染料

部

嘉. pi:t･.f･･',:..;･:. ,王室半モ[;..IL,il.;:. i.ii寺

ダイアクリルスブテレ･ソド

p n　オt/yヂ　　　　RL

カチロyブ7)ルイエロー　　　　　5GLN

ダイアク7)ルスプラバイオレット　FRC

試　樹　剤

カチオy染料のみによる方法の場合

･番号 做ｨﾝﾂ�輩慶 

1 �8�487h8ﾘ4ｸ8��5%_ 8啓 5藤 一-叫一･一■■→-.●-l■■一 8宙 

2 度4�47�4ｸ8�TU2�

5 免ﾈ耳��������耳������爾ﾒ闔ｨ耳爾ﾒ粐ﾒﾂ闔ｨ耳爾ﾘ��耳耳耳������耳爾闔ｨ耳��ﾒ�8�487h8ﾘ4ｸ8��

4 �5ｨ8ﾘ5�95�&ﾂ�

b　分散/直接,カチオy/反応性,分散/反応性染料併周の場合

番号 僥Xﾝﾂ�J濃度 18肇 

て′ �5ｨ8ﾘ4��"�

2′ �4�8ｸ4ﾘ68ｫ�8ｨ�ｸ5��ｲ�一〇% 18aj 

5' �7ﾃr�7cr利6u2簽�S��

5　捺　染　処　法.

a　カチオン染料のみによる場合

薬剤の名称 侏H鏐,�4逖6ｧ傀謁ﾘ/�+X+ﾘ.�*��原糸にクyエソ処理をしなhもの 

カチオy染料 �#�ン���

グr)セ7JySOaJ. 酢酸.50藤 �$B�28 

50 鼎��

元樹 タyエソ.酢酸米. 涛��ｲ�286 

- ��C��

1,0GOf 售�ﾄ���

米クy-増敵　クンニy　5008>

氷酢酸　40口91

永　　　　SDOg

1.D D Og



賢妻喜一㌻濁 ����ｦ���R�鶇ﾎﾂ�ｧる.b������:��*ｶﾆb�X�ﾉ���2���儺R�ﾊｹ�����玖+��輾ｭ��F池������≡ !I Lf i ru ･i 琵号 音l 妻彊 i 義 Tj ･書 i gi 経 Ef書 聖, 離 資 蔓 臼 塗 葉､ 請 ,i 芽 推 ど i 謹 i 蓬 育. i l 書 i i i i ー ����ﾒ�xｨ��)Zｨ薐�+ﾉ�ﾈ4ｨ6�4�92�ﾙ'兒ｨ薐�ﾘ咎�ｹ�Y{�冽�,ﾈ�ｨﾘr��r��� ��賢賢二 JT敷三一:. "_翠 -■-:71キ`き ､こ～ヽ._-> 蘇/蛋;;-:㌔ 餐:L'7-LIL 穀.i-jー ki_T､ 賢を下記の溶液によりビーカー試験を行ない,添付布(木綿-羊毛)の変退色及び汚染度を標 等一一.7､.～ 調�ｴ���"�ﾊｲ�

･忘蒜､禦ぎ｡｣分散/直接カチオン/反応性i;分散/反旗 劒Y�闔ｩwH���+���4�8ﾈ�ｸ5�5��ｸ8ｸ,�,IKｹ.�+X+ﾖ�ｦﾅ4ﾂﾓ��CRﾄ$2ﾓ"��ﾊｸﾜ��:H7ﾘ8ｸ5ｨ8ｸ5ｨ685�5ﾃ�綏��隆�

染料L20----T6--.-十一.---.-----1-6---- 〝201020 キヤ1)ヤー1010 劔[JH耳耳5ﾈ�ｸ5�C��"R�ﾘ,H+�ﾔﾓ���ﾙNC�簽TBﾈ孳7ツ�贏､�2ﾈ鳧ｭCS�Z｢�,�*な4ｨ6�4�99�Y{�,ﾈ-ﾘ,ﾈ�ｨﾘx,ﾔｨuE8痔ﾃ��CR��鉄樗ﾔ2ﾓ)d�,�.h.�5儻IW｢�4��+�*ｲ譌"��������4�8ｨ8ｲ�8ﾈ�ｸ8�92�/�諍w�+X+ﾘ�ｲ�

分散剤55 劍7ﾘ8ｸ5ｨ8ｹ��*�/�2ﾃYMｨ孳7ゴ�贊(���

グリセリン502515 剴�ﾕ靹vHｫ靄怨8�韋ﾋ��

i 山 + i 賞 i i 花≡≡童. t --+ lt i I --!呈 栄 i吋 Err; 討; i F t圭 A_t､.ど 剩A素1005075 劍�8+X自?�?�岑ｴﾈ,ﾉ�ﾈﾔ悪阯H,�.f(7(�ｸ4ｨ�ｸ韋ﾋ�/�ﾗ8/�*"ﾉ5儻IW｢盈瑛�w)m��,ﾈ刮�Y7�/�Ux��4�8ﾂ�
重炭酸ソーダ-1015 劍ﾝJH+�籀5�5��ｸ8ｸ,�,IKｹ.�+X+ﾖ��

･元~棚占00600占00 -'3- 水215-280257表 計1,0001,0001,000 1 劍ﾊｸﾜ��eｨ��ﾙ�ﾈﾔ悪阯Ij�dh蓼蔗罟蓼蓼8�ャY?ｨ�iz��Rﾘ隼+)���停ﾓ簽ｵ��5ﾓｨ耳耳."ﾘ4ｨ6�4�99�Y{�,ﾈ-ﾘ,ﾈ�ｨﾘu�鳴ﾄｨuE2萃ﾓ�イつ��田R�)d�F罟.h.�5儻IW｢�4�4粐�8ｲ����

C捺染工程 畔7�� 矛GE｣ｨ蕀m��/�諍w�+X+ﾘ�ｲ�8Y�ﾈ�3ｨ耳爾�

原糸処理う整経う捺染づ乾燥う蒸熟う水洗うソ-ビングづ水洗づ固着処理米→乾県 ∴む.米固着処理セソカ7イツクスLPN2%溶液 劍�ﾓ���ﾘ��h��8ﾉ怨9¥�靈��ﾊｸ7�6｣ﾔｨuE2萃ﾓ�ｸ｣�,�.c�>i�X鏐/�ﾈ捶�Uﾔ5x,h+X,Hｧy�Xﾅ馼��8ﾉ怨8ﾆ8韋ﾋ�ｴ�,�,Ih��8+Rﾂ�5ﾒ菲5儻IW｢盈瑛ｘ,ﾈ刮�Y7�/�Ux��4�8ﾈ�ｸ5�5��ｸ8ｸ,�,IKｹ.�+X+ﾖ��

l∴∴ 剴�x�ﾙ��粤S�ﾈ�ﾘ孛ゴ�Z｢�凵�V-て■-I_f色相試験 

l≡__-∴ 剿H�iDﾘ�騫ﾒ�剔ｪ色々差計によわh-,才7Yを測定しCⅠE色庭園よb色相純度を求めた. 

①カチオy染料のみによる場合 劍ﾖxﾜｸ韋ﾋ�ﾈｸ悗�

100℃X10分,2D分,50分 劔�H耳耳璽ﾓｸﾘ�mｩ��,X韋ﾋ�+X+ﾘﾈｸ惠,ﾘ鴿Uﾈ決岑,ﾉ,ｦ(,X*�.薬�

㊤各種染料併用の場合 100℃X50分,60分 6捺染後の試験と判定方法 a泣き出しと白場汚染度判定 劔W粐�僮(�ｨ,ﾈ刮�Xｷ�-�ｸ8*ｸ�+X�9�H,�,(*(,B�ﾘ*ﾓﾈ8"�度4���8ｸｷ�-�:�ﾉf�鏐/�4ｨ6�4�99�Y{�,Y>i�X+X+ﾘ�ｨﾘr�yV謄ﾔ｢ﾘ･�柑:ｩ�ｨ����ﾘ�?�)rﾘ+ﾘ*ｸ,ﾂ�

泣き出しは捺鞄型概の図柄のくずれと,全体の白場の汚染程度をそれぞれ肉眼判定で行を頚 剳3ﾒ聒���CCCSR�

㍉∴■;;- 劍*"ﾈｸ8*ｸ�+YKｹ.�,ﾙ[�h.ｨ,ﾈ/�*(.�,ﾈ,ﾘ�ｸ�2ﾉ[�h.ｨ,ﾈ*�.��ｨﾘx,ﾕ�,YUﾈ麌+RﾉI(�ｨ,ﾈ刮�X蔗ﾓﾙ�｢�剏ｫを.L.-=1plD茶54+--i--5毒 

慶は次の5段階に分類したo戎 劍囀CCSR�壷?��l∴ 1著しく汚染してVlるもの 劍�郁sSSCB�

琴 2相当汚染しているもの 5汚染しているもの二等 劔�CCCCR��ご�#�(3SCCB�3CCR絣�

4わずかに汚染しているもの 劍鑚SSSR�

5汚染していをいもの 劔�CSCCB�

b酎光堅牢匿試験 劍崎�8���3S�(3SCCB�

フエー.トリークーにより20時間照射し,その変退色の有無によb判定したo 劍ﾇﾈ蔗陏鉄SSB�

C洗濯堅牢変額 剪3SST填2�

盟 --貢 剴SR�ﾝX畯ﾘ��｢�ﾜ����rｲ貭�
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8.試験結果の考察

紘)カチオy染料のみの場合

(1)白場の汚染状態

色相別による汚染･Z)差異は蒸熟時間の長い方が汚染状態が少ないoしかも泣き出しの現

象は見られず全般に良好であった｡

(2)耐光堅牢皮

相剤問の差が顕著で色相間o差が少をL,)が蒸熟時間が長く夜ると耐光性の向上がうかが

える｡

(S)摩擦堅牢皮

梯剤別による変化が良く現われており乾式湿式による差も著しho叉柳剤に卦レ}て払

蒸熟時間の差が現われているものもある｡

(4)汗堅牢庶

全般に汚染が著しho特に添付布(羊毛)の汚染が大きhoこれは汗試験液中の酢酸に

より影響を受けるものと思われる｡

(5)洗濯堅牢匿

添付布-の汚染は(,-3:とんど改(変退色の変化が顕著であった｡この場合汗試験とは逆に

試験耽中のPHの値か高い散に歳料からの脱落染料が添付布に汚染しなかったが､変退色

が大きレ)こと性染料と繊維o結合･吸着が悪く試験液への染料移行が大きいものと考思盲

れるC故に蒸熟時間を長くし･染料の内部畏透を良くするようにするれ水洗仕上げ後に

染料固着剤を用い処理しをければ在らないo

㈲　教科併用の場合

M　捺染部分の泣き出し及び白場汚染の状態

この場合は素材に関係をく全体に良好であるが,白場汚染は赤色染料が特に多く水分と

熟による長時間の経過々程で或程の長波長部の直接染料姓Iその構造中尿素結合の) C -

0部が加水分解を受けるものと考えられる.ポ7)エステル混紡の場合も泣きは全体に{3:く

瑚剤や素材染料の差は見られないがI白場汚染はやは少赤色染料が悪く中でも反応性染料

配合の場合6 0分蒸しが良かったが,直接染料配合の場合娃5 0 ･ 6 0分共悪く染料濃度

の減少.蒸し時間の短縮が望まれる. ～

(2)耐光堅牢慶

OP･P系使用のキャリヤー染色に於いてアク7)ルの高峯混癖であるアク1)'t,/麻の方が

耐光性比良'V,がこれもセルローズ染着例の耐光性の悪いのはその構造中,熱･光に対して

･不安定をイオyの分解によるものと考えられるoカチオy/反応性染料の場合,ポTJブ7)

ント8 -75eの使用が良く蒸熟時間も50分で充分である.ポ')エステル混紡-o場合,素

財が麻漁のときやはり赤色染料が悪い｡糊剤(7)面では了,I,ギy酸リーダーが全件に良く,

ポリプリンr.,セロダンが同程度であるo蒸しも6 0分の方が良い｡
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(3)洗濯堅牢度

汚染鑑は染料･規則別何れもセルローズ決着系の染料が悪く蒸熟時間も5 0分,.73方が悪

い,変退色は赤色初耳が憩かったが,勉の染料W.全体的に良L,商巣を得た｡ポリエステル

混紡の場合も赤色染料が同様に悪く,痛剤については,分散/反応性.配合の場合はアル

ギン酸ソーダ一　一ポリプリントが良く,分散/直接配合,D場合はセロケン･ポリプリント

が共に良いj 0

(4)汗堅牢変

汗試験液t'{:対して変化なく全体的に良好であった｡ポリエステル混紡の場合.赤色染料

はポ1)エステ)i,/綿よbポ7)エステル/麻CD方が良く,セログンPR ･アルギン酸ノーダ

ーよりもポリプ17ントの方が良かったo

(5)摩擦堅牢駐

全般に湿潤による汚染75三大きし),が7クT)ル/麻はアクリル/レーヨン′混紡の場合より良

h｡.ポリエステル混紡の場合.分散/反応性･分散/直接ともに赤紫色染料が短くポ1)プ

リントS-158に於いて著しho棚剤の点よわ7ルギソ醸ソーダ-,セロゲソ,ポリプリ

ントの周に悪ho

(6)色　　　彩

(a)明　　　度

分散/直接の場合紫色相性7クt)〟/レーヨン混紡の素材が少し良Lfl｡カチオン/皮

応性の場合は素材に関係恵く,分散/直接･分散/反応性の場合より良いCカチオン/

反応性･分散/反応性の場合,全体的にアクリル/レーヨン混V7)場合は明覚が高hoポ

リエステル混紡FL)場合については分散/反応性の場合瑚剤間におしrtlて借か恵差がみられ

セロダンPR,ポ1)プ7)yト,アルギン酸ノーダーの贋に良く,又分散/直接の場合相

対的にポ1)プリントが良いo時間差につIv,･てみると,大体時間が長いほど染料の吸着が

向上し･明変の低下がみられるが. 5･3分･ 6 0分蒸しでまま充分売結果は得られ烹かっ

た｡

(ち)純　　　度

分散/直接の場合紫色相は7ク1)〟/麻におし(て籾剤に関係たく.アクリル/レーヨ

ン濃より低下してV,るo反応性染料併用の場合技アクY)〟/麻泡の純度が高い｡他D色

相において育英の色相.のみが分散//′直接に比べて非常に低めか,放下が大きhoこれは

反応性染料自体の影響と思われるo叉育色相は分散/直接　一分散/反応性において, 7

ク1)ル/麻泡の場合が低いが,これも使用日的(,-Cよって染料の種類を変えねばならをし㌔

ポ1)エステル混の場合分散//反応性につしへては規制関係はたしつが.蒸し時間が長い,L純

度低下が見られるoこれは反応性染料の分散により起こったもので揺,･皇いかと思考され

る｡分散/直接の場合は連に時間が長いほど純度は向上するQこれは直接染料･分散染

料の発色が蒸し時間が長しへためによくを9 ､染料の吸着の向上と忙よるものと思われる0
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(C)色　　　相

アクリル系C)素材間におしへて色相の大きい差は見られたVIc又ポ1)エステル混ej場合

(,こも相対的に冊剤関係･時間関係で(つ差は見られず,分散/ノ反応の青･紫色即ち短波長

の染料にかいて時間差がみられるe

9..む　　す　　び

(1)タンニン処理を原糸及び相剤の中へ混入し.カチオン染料のみの捺染を試みた;/J1.耐光･

洗濯堅牢鹿の面で特に悪く併用染料ID必要性があるo

(21十股に麻の染色('r一於しつては.租皮繊維の高結晶性繊維であるため,他CJjセルローズ繊維よ

りも稗染料の吸収が劣るが反応性染料併鞘･:D壊合酎亘接染料併用よりも適性が高しへと思われ

るo

(3)染料併用の捺染に於いて白場汚染が多いがアクリノi繊維の捺染には固形分の多い瑚剤が良

好であろう｡

(4)分散/直接,分散/反応性併用の場合,キャ1)ヤー使用により染料の吸着は良好である｡

カチオン染料併用におしへて､棚剤との混合で契合現象を起こし易いのでL糊剤の選定が必要

である｡

(5)蒸熟時間においては素材･:/Tより適性蒸熟時間を考慮する必要がある｡
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7　繊維デザインに関する試作研究

能登川支所　主　任　西　村　善　夫

技　師　嶋　貫　佑　-

(1)夏夜具地･座布団地･カバーの意匠デザインVrIついて

*当　　　的

市場性を大きく左右するものとして意匠デザイン面が一大要素と考えられるC更に今日cj

消費生活clj多様化と趣向性の高度化につれて,刻々に変化する市場の動向を把握し,斬新な

アイデアと創作性の蔓るる意匠デザイ/の研究開発を行をうC

*方　　　法

業界に協力し,次季向の意匠デザイン試作品を携行し,東京･名古屋･京都･大阪Fj四大

集散市場を中心王て訪問し･市況および意向の調査を行なうと同時にアンケート様式による地

方消費地C･調査も併せ行fi:い･その結果報告会を開催し,意向を基にした意匠デザイ/の試

作研究をし,展示発表会を開催した｡

*成　　　果

発表試作品　　夜具地2 rlJ点･座布団地カバー5 0点は業界-配布し,次季製品開発の意

欲を高揚させ加工技術-の研究を捉したoまた各地における求評会にかいては,意匠デザイ

ン面でZ)斬新射て対して好評が得られたG

*試作品の一例
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(2)ビロード紋コート地の意匠デザインiK:つめて

*目　　　的

従来の防寒コートとしての実用的な考え方から,おしゃれをコートへと一般趣向性が移行

しつつある中で,各市場にかける消費動向を調査し,流行に合致した近代轟鹿を取9入れた

意匠デザイン面の研究開発を行なう｡

*方　　　法

時期的(,-L各市場のデパート問屋筋に封する消費動向を調査し,また意向の打診を行ない

それに基づく意匠デザインの試作研究をし,展示発表会を開催した｡･

*成　　　果

発安作品2 5点は業界に配布し,新製品開発への意欲と技術向上-の研究を耗した｡なお

市場に出た製品については好評が得られた｡
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丑　　試作試験に関する事項

具夜成級ー

従来ふとんは側の中へ綿を入れて保温性を保っているが･特に夏掛夜具は中わたも蒔く,大

きな保温性を必要としをいが,やは相打の中へ綿を入れることには変わ17がたレ上ので,これを

製織時に行をえばこれらの手間が省かれることになる｡

内　容　　原　料　経糸　地スパンレ-ヨy40/1ビスコース加=

毛(わたの部分)アクリル(カツミロン)2/54

緯糸　スパyレ-ヨyE]/lX55]TAビスコース加工

密　度　経　25*/C荻　　　緯　18*/C爪

親　政(断面)

2

1上へt...I

., ･三････ '･･:1vJ:I,X･,藁.･T臥軒,･嘗･ -. ･･前年蔓語義･･

･金

内

上記絶縁t･Cて製織し.毛経長を107笈とし,これをカットせずしてそのまま(,3

状態でふとんとしようとしたのであるが,やはり毛経部が硬く在れ全体とし

て夏ぶとんとしての歓かさが少し欠けていた｡

;担　当 師　員技等

指

木島勝　川

巾

染色個の試験用として製放すo

容　　原　料　経　綿糸4e/l　緯　4eyl

密度　経　69*/2.54珊緯　64苓/2.54cm

通　巾　155C孤　　　　　　独上中　　75Dc茄.

豊津長　10] m　　　　　　織上昆　　89m

麺　当　　大　音　　技　師
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-i　　　　;　　　-･rr

;.A-.　　　1,:=

･_ ･77T.:I..

5合　繊　縮　緬

欄等糸に絹に近い風合を持つと思われる合繊を使用して試放し,業者の参考に資する.

内　容　　原　料　経　(I)アク,)ル系(ビューロy)75D7イラメyト糸

(2)ピエロy　　　　　　5]D//2　　n

緯　(1)アクリル系(ビューPy)75D　　　〝

(2)ビニロン　　　　　　　75D q

上記デニールの糸を2-5引揃え,撚数200DTASZおよび

270DTjQSZを掛け, 8種類の緯糸を作った.

密度　経　20D本/5･78cm　　　緯　75-85本/5.75cln

緯糸配列　2　越

成　果　　経糸を了クT)ル系とビニロンの二巾に整任し5本引揃えのものは打

込75本/5.78耽, 2本のもの85本で袈放し16種類の布地を作り

精練シポ立を行なった処シポ立は2越風の良好をものが得られたが

やはり風合が粗密にを少本絹のしなやかさに未だしの感があり仕上

加=法に問題が残されたo

師　農技等

指

青島大　川当担

4　ヒ　　ゲ　　紬

浜紬の特産の中に網勘と称し,充分佐岡した古い漁網を切断し緯糸として打込んだ手放少の

高絢があるが,最近漁網は合繊的:変わ9寿序･絹使用の鞍やクールで強化した漁網はをく在り

絹散が出来をくなっているので,これが保存と機械化による量産化を図るo

内　容　　原　料　経糸　生糸214釣糸

緯糸　①　ヒグ糸21中×10本　560TAZ

密　度　　経

緯　糸

d〕

これを脚40rmの網に編成後,脚の一方を切断して1本の糸と

し,結目の所でヒグ状の突起を作ったD

②　その他下記の通り｡

520本/ 5.78 c統

配列　　　　　密度(打込)

･1)鮎姦糞14D,i X5本刃DThS　①GXD　　85本/5.,8cn

(27鮎姦糞
①⑩参　　　　　　　〝

I.･･.与､言圭
181rJ B

･4J鮎,芸'糸U,.

:主塩)･②　　　　8 1. 5本/5.78 C耽

(至)②②　　　　　　　〝

･5)鎚嘉糸　　　　　軸㊤　"

･6,鮎慮17,,　　(IO的　　〝

'7)編者季紡糸18,1　(i,.,iXD②　　　〝

成　果　在来の絹糸iri節が硬く手放でたければ製敵でき貴かったが,試作ヒグ

糸は加工を施していなhため充分力織機で製織出来,風合も欺かく普

通の紬と同じものが得られたが後練のため生地より突出した部分｡先

端が真綿状に在ったので-製織前V,=この部分にポ.)ウレク/樹脂を塗

布せしめることによって解決し･従来のものと同様のヒゲ状を有する

紬が得られた｡

師　員技導

指

木島勝　川当紐

5駒　　　綿

現在まで紗宿｡務み用の綜銃には糸が使用されてLhたへ叉ワイヤ-ルドによる塀み綜枕もあ

ったが密度に限界があるため着尺向きの幾晩は困難とされていたが.綜雛を細くし枚数を増加

してワイヤへルドによる高密度昂み放物(着尺)の試作を行をうo

内　容　　原　料　経糸　生糸21弔う駒糸ク4

緯糸生糸2腰4 22DDT/HIZ>8班粛
〟            〟

啓　匿　経　1部を3.7Bc爪　　　繰　7Pl5g/5.78cm

組　織　　5本括(単式法による)

成　果　この密度まで(Dものたらワイヤ-ルドによる積みが出来るが揚み梓

ロにはやはり開口が小さくをD梓の走りが悪くたるが小巾であるの

で製級に影響はをかったo叉たるみ装置のため経糸張力が余りかか

らぬことよれ打込が入り鍵かったがこの装置の張力加減で解消で

きたo又十万枚上巾の収縮が大きく,製織性は困難であるが経糸に

糊付するか又テンプルの使用!/r-よりこれを解決し得たが更に繊度D

検討が必要と思われるo Lかしこの設計では比軟的贋IDある粟晶が

出来研究会では好評を樽,ワイヤ-ルドによる革み級を実施する業

者が増加したo　　　　　逸　当　勝　木　技　師
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組級についてはシーツ地に覆るようなも.つ数十麺類を作って｢巾で

前記の過し方のもV'DKて試致した｡そのうち主なものを挙げる｡
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成　果 以上の綜批通し,組歓の組合わせによ9 252種類の粗放柄を試放し

シーツ柄に使用できももの56点を選出膿者に発表し,引通しと

粗放図及び放上風合･7)関係を指導したo

担　当　大　音　技　師

9交織クレープ

硯棋界で生産紬ているクレー7･跳Jt･:鳩んどが経偶共綿使Lnのクレづであった｡

又輔によってシャリ感を出し涼味を求め男子用夏肌着として用-ナしてきたが凋八郷着

には平滑性を欠き軌へように思われる:Dで･綻射こ各種D糸を-しソフトタッチの婦人向き

洩　クレープを試作するo
j～

掛　内　容
}T　ーFf-

且鉛管妻　‥,

原　料　経糸　綿糸5C/i

密　度　　n　6口希う.54C,n

組　織　平　散

緯糸については下記の通り.

原料及び無数

①絹　紡　糸　　14q,ZX220DTn

②　ベンベルグレーヨン　12DDx205drn-S

◎　アクT)ノ塀(ピユーロン) 75Dx2612⊥血Z

㊤　キュプラレーヨン　120Dx205DTAAS

密　度

61本乞54 cc1

53 %y"　二越

82本/;..

58 Fyu

◎岩屋三三':三クーリ~) 1CDDx2∞軌S>弧TM 60軌
inD

⑥　ポ1)ノ･}ックス7(挨麻加工糸) 4Oy1　855T佃Z　57FylJ

⑦　綿

成　果

糸　　4L"/1　1200 T血Z　　58 25,u

以上同一一億糸で緯糸7竃類を用いて梨放し･ ②C)緯糸分を楊柳加工

した他は披シポ仕上とした結果⑥を除き夫々所期の目的であるノア

トタッチのものが得られ･従来如ゝった風合の製品が出来,業界-

発表した軌大きを反響があb新製品作成-り意欲が旺盛とをっ私

担　当　鹿　取　技　師　祷
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10　捺染を基調　と　した麻帯地

技　師　甲　　川　　　　哲

は　じ　め　に

能登川は座布団･掛夜具地,愛知川は上布とそれぞれ染色方法に経･韓の達しへこそあれ捺染

を基調にし,それを特徴とした織物を産している｡

最近当地t,;,二於いても新規製品()開発が待たれている中で,デパート等から捺染による夏の麻

帯試作が要望され,技術面を主とした検討を加えをがら試作を行たったo

l　試級の指針

帯地の新製品を作るとすれば,先づ種項払柄は-目付きは,原料は,染料は,風合はどん

をものかをど考える･つが普通であるo

能管川･変夕刊l他方を対称にしてみれば捺･抜染法,製鉄方法.原糸加工方法,意匠等を総

合的に研究することにより,新矧生(/;=富む製品の開発は可能であるoその試案を列挙すれば,

下記の通りである｡

(実際に試験を行茂ったものは下言引)16ほで)

)地ペグ捺染,柄2-5色捺染

)地模様捺染,柄2-5色捺染

)緋染経糸への捺染

(4)染色糸を配列した経糸への捺染

(5)着色･抜染捺染

(6)ドビ一機使いによる組織変化

(7)総柄模様袴染

(8)防染法利用(路に-て防染加工糸-捺染)

(9)色糸効果上-の捺染(網代織地など)

00)異種又は異番手配列経糸へLf)搾染(テビロy,クーリーナイロy優しへ又はサッカー応用)

的　苛性処理捺染･浸染利用

的　以上rl)-刺-までの組み合わせ

2　試　織　材　料

(原　　糸) 6/1, 2C/1亜麻スラブ･ビスコース加工糸

11/1麻･ V-ヨソ混紡ビスコース加工糸

(型　　紙)渋引和紙.木枠,ナイロ/紗,カシュー塗料

(染　　料)捺染用---･･･---･･･直接染料

抜染用----･･---･塩基性染料
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(助剤そT,)他)糊剤-･-･････.･････････-7アイyガム

助剤----･----ロート池,尿素

抜染刺-------･--ロンガリ　ソトC

5　試　織　設　備

(捺　染　台)　自家製手捺染台

(蒸　　箱)ドラム健利用下部加湿式

(木　　枠)蒸熟用木枠(整経ドラム共用)

(織　　機)高橋式卓上織機(片四丁.ドピー24枚什仮級共用)

4　試　織　方　法

4-1工程,その他

(1)16憎での試観につき各々共通の工程及び作業について記せば次の通りであるo

仙　図案の作成

当所図案技師作成の亀甲柄(お太鼓部分のみ)

(切　型紙の作成

恥つ図案と渋引和紙を重ねた問にカーボン腔を置き図案にしたがい和掛て繰槍転写するo

転写された緑CJ'C沿ってナイフにより不郡β分(着色部)を切除するo木枠に張ったナイロ

/又は絹紗にカ･yコ-塗料又はうるしにて型紙を貼り付け乾燥して捺染開型紙とする｡

(転写方法その他にも別法が多い)

(C)整経及び仮織

豊経は卓上整経具を便Vl手で行をった｡竪経を行TTh,ビームに巻き取った後歎機にかけ

5-4牢4.5Acm( 4ql ･スフ)程度L4)fT込にて仮級を行なったo

O)捺　　　　　染

仮級した経糸をビームに巻き戻し(張力管理を特に考慮)捺染台取付のビーム受けに装填

するo大要を略記すれば次図の通りである｡

(捺染台略図)

.i型紙1,仮織布 

i/rqTrt � � �6��7"�8����2�? ■0: ユ鮎 
0 

1 冤 � 

1 T �1 

アyダークロスストーブ 

./.:).,'r･･.).･+. '･ '･ ･:ii...I I
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装塀した整種ビーム(^=軽いウェ-トをかけ仮放した経糸が戻らなLnよう張力をかけておくo

同一張力で引き出した経糸の巾を保ちながら拡げて(普通は縫糸端を木か竹ではさんで同

張力となるよう引き出す)並べ,蒸熟弔木枠に導き固定する｡

捺染(又は抜染)の終わった縫糸(布)はア/ダークロスとともに木枠(r,:巻き取る｡

田)蒸熟,水洗,色留及び乾燥

木枠に巻き取った経糸(布)は布地実技新聞紙で外面を被しへ前記のドラム籍数蒸筒中に

て約59-40分(抜染は5-5分)茶熟したあと,縫糸(塞)を紐状l･'C解し,掩水中にて振

り洗しっを行なった.

柄ずれ,D少をVlよう考慮しつつフィックスオイルH 0. 5Llb, 57Cにて20分処理をして晒安

後,竿に拡げをがら吊るし干しを行なうo

野)製　　　　　織

乾燥が完了した経糸は,再び製織屑ビームに同}張力で巻き取り機上げを行をう｡

仮織時の緯糸を解しながら異級するo (麻･ビス加工糸の場合伸鑑が少ないだけに張力管

理を十舟行なう必要がある｡ )

㈲　仕　　上　　げ

藩政の補イ臥耳糸切り程度で原則的に仕上加=を施音別へo (フィックス工程時.経糸-

明等糊付を行急う場合もあるo )

任か　そ　　の　　他　(餅染抜)

(T')組謹,刷毛塗,漬け染

(T'r')型紙上からコンプレッサー使用吹付染

4-2　規　　　　　格

ti)地ペグ捺染･ 2-5色柄捺染

A　原　糸　　経亜麻2e/1スラブ｡ビス加工糸

緯　6/1奄麻スラブ･ビスコース加工糸

怒　碇　　経　44本/2.5Acm　　　緯16'本/2.58珊

6/1亜麻スラブ･ビスコース加工糸

組　織

B　原　糸　　　経緯共

密慶　　経　22#/2,54cm　　　緯16茶々.54珊

組　絶　　　平　級

A I Bhずれも整任し,ビームに巻き取ってから捺染台に供し,捺染した荏糸をアyダー

クロスと共に蒸熟用木枠(整経ドラムと共用)に巻き取り蒸熟するo

蒸し上がった縫糸を木枠の状態で乾燥したあとビームに再び巻き戻し製織を行をう.

捺染はしへづれも糊ベラを使い.地と柄5色の4枚型紙で行なったoあるものは縫糸に白場

を残し,緯糸に餅染糸を打込んで変化をつけてみたo

仕上げ加工は経糸についた勧(余剰染料含有)を落とす程度の水洗い及びフィックス処理
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をしたあと糊付け仕上げ(ゼラチy加= )を行をった.

(2)地模様捺染,柄2-5色捺染

地部VC捺染で模様を入れて変化を持たせた以外は(日と同様である｡

経餅染糸への捺染

A　原　糸　　経緯共　Z)/1亜麻スラブ･ビスコース加工糸

密　度　　経　444/2.54C7n　　　鰐　22屯乞54C,W

粗　放

染　色　　　経･綻共　組紹刷毛塗拝染

以上の染法で染めた耕染糸を経糸に無地で整怪し振放を行在ったあと,製織ビームに巻き

戻し捺染台に供するC通常の捺染( 4枚型紙糊ベラ引き)を行ない, 90-野C, 5Dmin蒸

熱を行怠ったあと紐状に解いて水洗,フィックス処理をし竿tR:拡げ吊るし干しを行な.?た.

乾焼後ビームに巻き戻し,放機にかけ級下した製品をそのままで仕上晶としたo

(4)染色糸を配列した経糸への捺染

原　糸　　経･緯共11/う　麻レーヨン混ビス加=糸

密　度　　経　22年/2.54C,n　　　経16本空.54cm

組　散　　　平　　欺

配列経糸

く貰_ズ　26＼4＼26,4合計6%,i,#環

緯　糸　　　　　　　　無　地

(3)の群染糸の代わりに上記の淡彩に染めた鼠､ローズを配列し.その上に捺染を施Lt3)と

同様の製織をしたものである｡

(5)着色,抜染､捺染

A　ストライプ柄の着抜染

原　糸　11/1麻レ-ヨy混紡ビス加工糸

密　度　　経　22牢//2.54,cm　　　　緯16牢/2.54C,a

配　列　　　経

く写_ズ　26＼

揺

4　　　4

＼　/

26

染　む　じ

縫　紋　　　平　　　級

下　染　　　直按染料　絃浸染(経緯共)

着抜染　　　ロyガリット印捺染

合計　6時傭環
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(/圭夢二トラガ/トゴム)

(水化碓硫款拐)

トラガ/卜生妖-･････-･.･-･･-･･･-･･･2 5 lJ

フェノール･･--････.I-.･････-･･-･-･･　60

クンニ/･アルコ-JL,( 1 : 1 I)I-100

水化亜流蔭瑚･-･･---･.･････--･･････ 5 5 0

6客トラガ/トゴム-.･-････････-････/3　三｢l

生　　　妖-･--･-･･-･------･-　7C

ロ/ガ1)ットC(50-60oC) ･-･･･503

ブリテ-′シゴム---I.I-..･･.I---･2 5 0

'　　　.'jTJナ､

71･'1　ギ叉

(4)に準じ染色した糸を配列し整経した後,仮織を行か′▲捺染台に供給する｡

上記〇着埠染用輔を所定{)哩磨!･"LよLl印花し,よく乾燥したあと.蒸熱箱中で約5分

蒸塾したも･つを木枠より解しへて水洗し, ‡TtCずて風干(吊干し)して敵機i'･''_供し,仮織

輝糸を除去LI=,う王ら製織した,症.,?補修･耳糸切りたけで製品とした｡

B　群貴地へつ抜染,着抜染,捺染

原　糸　　11/l麻レ-ヨy混紡ビスコース加工糸

帯　匿　　経糸　22卑//2.54C爪　　緯糸16-本/2.54C郡

F_　列　　　箇票共･指葉　無地

観　筒　　　平　　　放

下･･%　　　責苛章夫　組総刷毛塗染( 6色)

着　色　　　A　参　照

抜　染

(環染糊調合割合) ロンガリー.トC-･-･･-I-=-･･---･1 50

生鉄トラザyトゴム･--･････-･･･--50 〇

婆'4　致

(8)と同様に経糸tq併菓糸を無地!,.拭し婁経を行なう｡緯射て4eylス7を5-4杢/254

C椛打込み仮紙l･k行なったあと,所定埋紙:I:よ/h上記つ如く調整した抜染.着色棚を印

花する｡乾晩を必要とするつで･印捺した経糸状で,竿またJ･-1張り干しをして乾燥す

るっ蓄熱に際しては聴硫酸ガスリ発生による必要部外への汚染･脱色が考えられるの

で.アンダークロスを).まさみ乍ら柔まゝレ蘭巻班にして耳部を糸で吊るし蒸箱-入れる

よう工夫してみた｡

弄熱時間:エ95BC, 5minとしたo取り出した経糸は7/ダークロスと分離し水洗,餐

燥_Jあと再Uビームに巻買戻u敵上げを行;i:ったー

((il　ドビ一機匪lJ:.:エ･与粗放変化こ捺染

頻　発　･TiT･栄其11/1麻レーヨン混紡ビス加工糸

照唆　･ぜ　22本/2154cNI　　韓　-/2.54cm

配　列　　?.義孝共　　極地

掠　染　　　地　液相,　柄　ローズ･白(捺染せず)

(仮就荏糸にゴムベラ(,Cで捺染.緯糸比浸染)

蕃　熟　　　95oC～　　　　刃min

製　織　　　前記組款6種をドピー(6枚綜銑)にて製織(仕上覆し)

5　製織結果と考察

前述vD通り本試織は捺染を主体とし,組織,･9文化や耕染等(･L-創意工夫をし.単衣夏麻帯地を

したものでfl)}61を通じ,試級したも･D(rl太鼓の部分だけに留めたので完成した1枚i')帯を作

成する段階(,こかいては幾多の問題があると考えられるo

(日12)に於いてp.'･ま製織政に捺染樹と余剰染料を落とすための水洗,フィックス処理等を行モ
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ぅため風合が著しく損なわれ,止むなく仕上糊'lCよる加工が必要となってくる0本兼帯は簡

bっぱなし｣といわれ,その点からも後仕上帯の風合の参考に作成したもので,目づま少と板

状のバリバリとした風合しか出し得ないo又,テンク｣染作o具合による柄のゆがみなどの発

生も考えられる｡仮級を施さず直射奈染したこと.蒸熟後水洗を行なわず袋殺した関係上糊

による経糸巷ばさの悪も糸切れ,柄ゆがみが見受けられ･能率及び品質(D上から欠点となb

改善の余地が多い｡

(3)の餅染地への捺染は意匠･配色面での配慮を必要とする点が多ho例えば被捺染糸の餅は

捺染しようとする色よりも淡彩でなければならず,餅染自体V,=放淡･Z)差がは恵はだしV}ものが

ぁっては,捺染した柄中で染斑様を呈するため近似していなくてはいけをい等･ある程度の制

限が加えられることであるo餅を地型で伏せる場合特にこの関係に任意すべきことはいうまで

もなレゝ｡

(3)16ほでは全て仮級後の捺染で本製級前の水洗を行夜っている関係上,永洗7イックス処

理中及び乾燥,`ビーム-の巻き戻し=程中の張力管理を厳重'y^C行なうことが肝要である｡

(4)に於いても(3洞株であるが,むしろ餅の全面に対し,ストライフ柄の部分的毛色差による

染色斑をど披十分任意しなければならをho

(5)の着按捺染法利用につしへては,着色･抜染の如何を問わず,抜染剤･着色用染料･捕剤･

助剤等の選定･調合は勿論,抜染しようとする下地の染料の種類傾度などt･'Cより-その処法

結果が大きく左右されるの掛へうまでもか^.此牧的容だやかをロンガリット抜染を試みたの~

であるが, 95｡C～5minの蒸熱で柄のはみだし,末抜染部の残存等の欠点が表われ,宿命とも

盲れている亜硫酸ガスによる脱色･汚染は従来の形の蒸熟箱で披,程変の差こそあれ享けるこ

と(rij:できをhc又若色も染料の限定･発色性･色相など技術的にも種々の問題があるし7何よ

りも麻帯地として太番手の使用が多いこと,スラブヤーy又紘意匠撚糸使用も考えらjJLること

から抜染着色のみ怠らず通常の捺染m=おいても脱着色の不均一,或いは締染地の抜染について

娃下染地の抜染性の相違から来る不均一骸染の点も含め'今後研究の余地が残されてしへるB
I

(6)!,i唯組織を平戦と置き替えただけで新酷は薄いが,能登川･愛知川両地区払ドピージャ

ヵ-ド椴併用による捺染放物が少ない関係上,今後研究課題とするため作成Jしてみた0

- a.れは6枚綜統慣通し前記カードによる柄出しで,総柄･横段などに限られているが,部分

的た飛び柄等組級を検討し,最終的にはジャカード椴と捺染の併用による変化噛んだ織物と

するべく研究を重ねたい○染級に限らず原糸加工その他を組み合わせることによって新しい分

野が開けることを確信する0

6　ま　　　と　　　め

Lriじめに述べたように能登川･愛知川両地区の捺染技術を座布団･夜具r上布以外に応用し

た新製品の開発として帯の試作符院を進めてきたのであるが,従来云中れている夏粟品の改良

は色･柄の変化だけという観念を捨て.今後は素材壌法･製織法夜ど'[{主眼を置き.用途.

新製品のそれぞれ開発に-?Vlて引続き研究してい重たい0
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邑コ∵i.

患L　-ムを反映して着実射申びを示しているoまた製品自体も従来の合繊使いのものに比べ格段の
l.-1ヽ

鳶iiJ,貴,,-　J ･一事

k･,.;i;.:. ,(=d患

メ.

･rJr I t r r

～1　　11合　繊　縮　緬　に　つ　い.て

技　師　大　昔　　　　真

緒　　　言

最近.各種の繊維部門にかV,て合繊tlJ進出が目立っているが,縮緬の部門においても例外で

はなく,在来の正絹縮緬に大きな影響を及ぼすであろう兆しが見られるo現在のところ合繊縮

緬比光沢や風合V?点で正絹縮緬との間に差が見受けられるが,合歓縮緬におい'て旺絹枝の光沢

や感触を目ざしたナイロン･ポTJエステルの三角断面糸, 7クI)ル7イラメント糸,ビニロン

フィラメント糸の開発や風合の改良を目的とする各種仕上加工方法の開発等に努力がをされ､

その差は漸次掃小されつつあも.これらの合致糸使いの縮緬比最近の生糸の原糸高や,着物ブ

進歩が見ら才tるようであるQ

l　合成縮緬の作37万について

ど ,1:二

合成緬を作る場合一番問題とたる点は,強撚糸の一時セットであれ生糸のようt,=簡単に

できたいことである｡生糸の場合にはフィブロインの商圏にセF)シソが付着しており撚糸工程

後煮沸･湿潤･乾県等の処理を挿入することによれ強撚糸の一時セットが容易に出来る｡し

かし,ポ7)エステルやナイロy等の合繊は吸湿賓が低くて糊剤との接着力が弱く､またセ1)シ

yのようを理想的な糊剤もなく,籾剤による強撚糸の一時セットがむつかLLrloまた綿やビス

コース等に適用されている湿熟による一時セットも合棟の熟可塑性と相まって適用がむつかし

く,これも合繊強撚糸の一時セットを困難にしている大きを原因である0 -万半合成繊維であ

るアセテートの場合は,吸湿性も合繊に比較して大きく,樹による強撚糸の固定も此軟的容易

であり,又熟可塑性も合繊に比戟すると小さいれ流伸現象が顕著をため糊セット･湿熟七･.}

トのいずれを用t,Qても永久セットに帰着するo

以上のようを理由で合成･半合成繊維の場合は天然繊維のように簡単打縮み放物を作ること

が出来ないが,糸の特性を巧みに利用した各種の方法が開発弓れてV,･るのでこれらの方法につ

いて略記する0

1･強撚糸の一時セット

上記の如く合挽比熱可塾性のため,湿熟IjCよる強撚糸の一時セットは困難であり,掛,こ縮

緬経のような繊度の大きV,もので比相当むつかLho糊セットやその他の適当な方法を併用

すると強魚糸の1時セット性は温熱セット単独のものより数段向上し,この方面からの研究

の余地はあ'るが.強塘糸使いの合繊縮緬は布味が粗密P:たり易く,これを改善する新しい仕

上方法の開発をも併進させをければ良好な風合のものを得ることが困姓であるoなぜならば

生糸の場合しぼ立時に,相当大きを糸の断面膨潤やセリシンの溶解が起こり,布が乾燥する
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;.を良好にする大きなファクターとをつている○これに反して,ナイロyヤポ7)エステルの上村. 劍��?�耳*�.�*�.y�xﾘx.ﾘ+�.倩X,ﾉ�Y�i�ｸ,�,(磁�+R糘�
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卜この方法もJ=述,D如く吸湿性が小さいという'ナイロン.ポリエステル等の合接rJ｡性質の- 

齢ため,通常の切付法で碓鮎.-,-セット-つかLt-oLかし在来-召韓を作.ら場合`. 兩.b' 

線キに行-れて来た-のように.-適甑下-かけて-てから捌付し,乾燥及びポ雷 獣ピy巻取L7,後長谷式又は八丁式等の湿式撚糸機にて所定の上撚をかける方法とれ上加熱藩 剪��鏐/��8鏐,i¥x鏐,��ｩZｨ*�+ﾘ.�,ﾂﾈ��E��H���E�,�.h.��8鏐,ﾈ��,ﾈﾛx,ﾈ-ﾘ,�ｹ�h+r�

.胤.t'セットとの併屑等研究D余地はあるoLかしこの方法で強撚糸を一時セットして作った製品.. 剩諜����槌ﾃｪB糘�るもの,等多種多様であるo壁糸の場合にかける壁糸の撚綿と撚数牡上図のように在り,上 
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trt 可溶糸として比水溶性どこPyを,又炭化法を用いる場合にはビスコ-スレ-ヨン等を用芸 劍8����.(��ﾘ�rﾒ�追G"謦萃�｣�苒ﾒ�も仕上処理時の熟収縮性によって壁糸の屈曲が大きく在るという利点があるo 

妄言稚いるが.両軸こ-ても鰯糸と上記の糸と醸して合鞭糸を璃固凱ておき湖上ig. 剿ﾂ�44｢�������B�7.掩轟糸使用. 

芝時にこれらの糸を啓姫又!,i炭化により除去するとしへう方法であるoこれらの方法で作った製等. 剪ﾂ粐釐輾�鏐,�,ﾒﾈ��:�ﾘ��E�d�ﾈ嵎匪d�ﾈ�8暹d�ﾈ�[ｹ�ｨ鑄ﾅ陞xｿ8ｴ9Zﾈ�d�9册ｨ.h,�,Hﾞﾂ�
5品噸敵機糸を璃除去する関係上地合cjLま的..悪いこと,コスト高{..Cな.ること,又建一:ラ 轟.. 剪�つた各種の糸があるが,合戟縮緬の場合には加撚-解撚,仮撚法で作ったウ-I)一糸倍tJ1の ものが多hoこれらの掩絹糸は壁糸使い,掩縮力の異なった糸を交互に打込む方法,左トル ク.右トルクの糸を交互に打込む等種々の方法が考案され七いるo又変わった使い方として 紘.1項で述べたように合籍使いの縮緬は加撚した緯糸の籍確聞に空輝が出来ず布味が粗硬 と在るが,托霜寒を押えた加工糸を壁糸に偉い覇権闇に空隙を作って,風合改良を計ろうと いう試みも成されている○ 

可溶糸や炭化糸の除去が不完全であると染色斑が発生しヤすい等の欠陥を持-ており,方法冒 覇として1.i面白しへが冥靴の域には遺してしっまいようであるつt 事..んエyボス加工.ン �9���ﾒx��

ヽ I 卓 妻 劔剳､ﾂ�ｨ�����ﾖﾂ��ﾕﾂ�

ねこの方法旺在来から合摸し闇物を作る場合に,その熟可塑性を利用してよく使われる万一当 ･法であるが,uJ富の形状や放物の風合の好ましいものが開く諸敬晶を得る方法として(,I_t竃 剪�

余り適当莞方法ではたhoて主■ 劔8.その他.Z)方法 
!●一._ 5.熱収縮性の異なる糸の混撚混織`■1ー 劔以上の方法の外にエンボス加工と権綿糸の組合わせ,炭化法と掩簿糸使lj'との組合わせ等 

毒｢.た芸霊芝苦言芸,左≡慧…警芸誓書禁芸.:..aiL芸.:三慧芸芸芸.7F三芸芸≡芸芸CiI慧L畠. 劔1～7項の各種組合わせによる方法も程々考察されてしへるo又新しいところでは複合糸の潜 在托御堂を利用した方法も考えられるo 

榊方法であるo難の場合一糸の組合わせ-を示すと下記のよう机のがあ少,ti-Lら-義 ��剔h.緬用原糸の特性 
喜鴇合わせで壁状賂混織が行-れている0-毒._. 劔盲電場聖讐_ナイロyアセテートポリエステノレ絹 

･イ七■L 劔 

!…(I)アセテートナイロン.義- 劔50-101DOT2450-12△ 
き■.隻.djr二一: 劔50-12∠ゝ50-24∠ゝ 

きhi毒(2)ビスコースナイロy 劔･繊度70-12△75-24△ etcetcetc 

毒…毒("托絹糸廷仲処-み凱た原糸葦■~r. 

きき毒章(4'孟イ這ン去ポ芸工芸テ芸延伸処理--糸一義..■ 絹,(5'警≡芸芸…三…慧芸芸簡単に縮棚を作ることが出来,棚糸を使わ帥ために遜 ��刪齟f面`H--蔓=至=p-p≦這____○△zca 芳型辺亙包至5.0笠_1.2誓.44.51tB5.551..025iljiす 〝軌(i/)42-5.90.7-0.94.5-552.1-2.8 .p仲庶俸分(aA)28-5825-5516-5015-25 

欄布床が粗硬と怒らず比桝楓合の良好をものが得られるcLかしこの方法に帥て雌質:妻華 劔d_瞬(ab56-4750-4518-5027-55 

塞.eg74.讃 哥�耳�����X,B��75 ~L蓄責.L濁声, 澱粐�ｲﾔ､R�停�-;,:葺 

I. 劍����������ﾓ���X�������ｲ�白ﾕ剃��一一■ Jk 



ヤyグ率(物) �#S�ﾓC���560-55D �����ﾓ#����650-1200 

公定水分率 釘絣�6.5 ��紕�ll.0 

熟持性(軟化) �������200-25D○C �#Sふ#DD$2�255℃(分解) 

熟特性(溶軌) �#��2�260○C �#c�$2�2乃OC(燃焼) 

熱水収縮率 ��(ﾗ��(若干膨潤) 途R�1% 

2　試　放　結　果

(1)原　糸　経糸　ツル.ミール(テトロン三角断面糸)

緑糸　シル′て-ル(テトロy三角断面糸)

(2)糸使い　経糸.50D-12fill/2

緯糸　75D-24fil弛綾熟処理系×2 1512T/nz

50D- 12fil

75D -24fil

a)D - 12fil

>ほ晦S> 50施

弛蝕処理系×2 125晦> 61馳

(3)密度　経糸18酵/5･78C郡(改　印3g/5.78cm-)

緯糸　77*/5.78珊

(4)仕上　苛性処理　NcaH, 5FA3溶液に95℃で50分闇夜摂

壁糸に熟収縮率の少をい弛緩熱処理糸を,芯糸(川せ生のテトt'y糸を用いて壁糸を使ったも

ので･崖糸と芯糸の絶壁差を大きく,又下撚数も多くして,比敦的U,晋が高.(かつ粗野を感じ

の変わりしぼをねらったoその括果ほぼ初期の目的を違することができたo平糸を変互に入れ

て一越･変わり三越としても面白tJqと思う｡

(1)原　糸　　経糸　ナイロン三角断面糸

緯糸　アセテート糸

ナイPy糸

(2)糸使い　経糸　50D-1Zfill/i

緯糸(抑誓-ト仰-24fil x2 1512Ths>72侮

ナイr=y刃D

(2)ナイロy 59124fil x2 1512T/nz>544T/ms

緯糸配列　　　　　=(1) , (27(2)

(3)密度　経糸18挿/5･78珊(筏　90乳′5.78珊)

緯糸　82琴/5.78cnt

アセテートとナイロyで作った壁糸を用いて二越調のしぼをねらった｡壁糸に熟収縮率の示

言いアセテート芯糸に熟収肺率の大きV>ナイロy糸を用いてしぼの高いものが得られたo
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E　技術指導に関する事項

1巡回技術指導

項目月 釘�5 澱� 途� 唐� 湯�10 免ﾂ� ��"�て ��2 迭���合計 

放物製欺法 唐�8 偵�R� ��"� 鼎B� �#R�69 鉄R�41 �28 ��44 ��24 ��549 

製級準備法 湯�12 ��R� 免ﾂ� 滴�ｲ� �#��52 �#b�56 �41 ��29 ��21 鉄SR�

精錬漂白染色 ���5 澱�4 僖 �9 �12 迭�ロ �8 途�迭�鉄b�

■整理仕上 �"�1 佰ｲ�1 剞� �5 �14 迭�2 �14 迭����鉄"�

意匠図案 ���2 澱�D 凵｡ロ �0 僖 唐�1 勍2 ���迭���#B�

その他 ��"�6 ��B�7 �19 �26 �55 鉄r�58 �18 ����#"��#コ�

計 鉄R�52 鉄B�55 �110 �85 �2DO �?｣"�158 �111 ���R�都B���ﾃ�途�

項目月 釘�5 澱�7 唐�9 ����ll ��"�1 �"�5 俘xﾇb�

L挽物製散法 �#��16 �#R��45 鉄r�78 鉄b�52 鉄��50 鉄��20 泥CB��

製織準備法 ��R�15 鼎r�61 鼎B�21 鉄r�28 田��舶 ����19 鼎�R�

精錬漂白染色 澱�4 唐�14 ����14 鉄R�15 鼎B�22 途�10 ��釘�

二塵.理仕上 途�15 湯�10 �#��27 鼎"�78 鉄"�26 ��ｳ��4 �#Cr�

-意匠図案 ���1 �"�6 迭�10 唐�■5 �#R�5 迭�1 田R�

試験品質管理 田R�61 塔��75 �����占1 都��75 ��#��85 都R�占4 涛SR�

その他 免ﾂ�9 �#��1ロ 鉄��6 鉄��1占 田B�4 釘�17 �#S��

計 ��(�ｲ�119 ��コ�217 �#���157 �"�ー85. 鼎S��254 ��S��155 �"ﾃS���



■■

r

有＼訂1---} 撞B�】 5 澱�T7再 T司~云一 �9 ����ll 薄ﾃ"�&ﾂ��)?｢�自�蕕Sb�俘xﾇb�

番手測定!28 �26 �#r��50 ��ｳC"�45 鼎b�71 剴S�"�

撚度測定 ����9 ����-..一一l- 25日9 �18 咾Cr�29 ��B�12 �#R�S��24 �#Cb�

糸強仲匿 �#B�56 姪CR經�?｣b��52 鉄��40 �����29 �59 姪SS��

糸拍合力 都��1両4 �01 冉O ���0 ���0 ���2 途�

布礁伸慶 都��ー 52 塔��6189 l �66 鼎r�ﾂ�50 鉄R�52 都"�59 都c"�

布摩擦強力 迭�2ﾒ�4 �"�5 釘�ll 迭�2 迭�0 唐�ll 鉄���

圧縮弾性 鑓���1 �"�0 釘�12 途�7 免��D 途�0 白�H8ﾒ�

組織分解 迭�2 ���4 迭�I 5 唐�8 釘�6 ����5 鉄R�

艶物設計 韮�0 �8ﾒ�0 韮�D ���1 ���0 ���0 ���

水分率測定 �"�1 ���1 途���4 途�2 途�2 迭�12 鼎��

防しわ庶 ���0 ���0 �0 ���D 牝B�0 ���0 ���

厚さ測定 �#��10 ��b�12 鉄R�8 �"�16 ����8 ���0 ����St"�謦�

密度楓定 ����10 ��R�14 鼎R�19 �#r�28 ��R�8122 �8 �ｩ�ﾂ���X軸�##r2�ﾆ��

収縮率 韮�0 I ���2 �"�0 ���1 韮�0 0 �+��0 唐��

硬軟庶 ���0 ���0 �"�-D 排�0 ���佰ｲ�∩ �(ｶ2�

保温性 ���0 ���D ���ロ ���0 ���0 韮�0 苓���"�F�8r�ｲ�

通気性 韮�0 ���0 韮�0 ���0 ���㌻ ���0 薮鞋���r�

.繊維鑑定 ���5 釘�0 ���5 釘�5 ���1 �"�1 售��Sr����

顕微鏡写真 ���0 韮�0 ���1 ���D 釘�0 ���0 ��ｨ�R�Y>R�

精練軒染色仕上 澱�25 ��B�25 ����5 唐�5 ���5!8 �7 ���(5hﾗR�6�ﾔ豆ﾂzB�

染色堅牢慶 鼎��8 釘�54 ��B�ﾂ�1 迭�125 韮�7 ��r�95 鉄C掩b�

図案調整 ���0 ���9 途�25 釘�5 澱�6 �&牝B�田I��-ﾂ�ﾄﾆ､｢�Bﾔ�ﾂ霎3｢�

定性分析 ���2 途�2 ���D ���1 ���0 ���0 ��R鞋r�

定量分析 ��B�2 ���0 途�4 迭�19 ���D ���5 ��

繊維混用率 �"�0 途�6 ��r�8 迭�0 免ﾂ�8 涛��5 都Fij��

工業用水分析 ���0 �"�0 I ���5 韮�8 ���0 認ﾂ�1 ��

合計 �#Sr�191 �#Sb�295 鉄Cr�277 �#S��595 �#XｨR�215 �#c��324 迭經BﾂﾒﾙLr�

;蕊. 
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4　技術指導の概要

田　長　浜　地　区
禰孫長野々下増三　主査尾本豊次

ち摘ん関係では前年度末よ9, -越境わ摘緬の荷動きが悪く-･それに代わって放ち

b帆の売れゆきが座してきたので管内鞘もジャカードを設置する甥が増え'これらにつ

いての漸講習会を前報後半桁をったo従ってこれらについての技榊談･実地指導鴨島

を置き.晶質向上の指導に当たる一方,殉-の開発に力を注ぎ各種の縮-解を行紬,そ

の傾向を摘み,これ-づき各種類の細を行をって研究発表会傾術講習会の開催で,合臥

紋針縞等融の多様化を図るペく普及指導するとともにこれが生産につhては各鎖へ出向き

キメ細かい実地指導を行-産地の安定化を図ったo

ビロードについて臥放コート地に瓶を入れるペく,その繊櫛と櫛の強触法の応用

によ姻尺地向き緬ビロードの酢によって用途開拓と市場調査-づいてのデザイ欄究把

よる新柄の創案配れ色粋による配色技術等の指導を徹って高靴を図ったo

又,琴糸･組テグス等-として出荷-る業種のうち帝に釣糸-する靴試験や,触

曙をう鮒慶変化の蛾によ順界の要望する-の創案と装置佃工方法について実地嘩

導し実用品の製造技術を確立普及した｡

田　能登川地区
主任　西　村　善　夫

先染麻ちぢみ織物について櫛し嶋彩かよUT-ザイyが-価値を汲める瑠大き紬碑

と夜9,業界の関心も増探hので先ず祷年販売-た-の秤会に出席し,更曙しげ

ザイy忙ついて鯛鞄商社デノート等750社-しアンケ･-ト調査をし,諏夏向き酢図案

流行予想色を発表し指針を示す-jf糸敢櫛を応用LBi一糸の種類と加訪法'糸餅染の棟技

術の変化やドピー-hによる繊変化によって夏糖地を-しそれを-とした新しh触

技術指導を行なった｡

又,ふとん地業界棚新生産記録がなく生産昭の指針とをるべきものが細ったので, i5

年蛸の嫡実績を品郡rJ欄査し,蟻活動を促進する需要潤を作成LR界の指導目標を確

立した｡

紙当地の業界鴫統帽づいて発展してきた関係上最近の管堀術については全く無知で

あるため･これからの品質管理は計謝器機-づいて行-神れば的-ことは当然のこと

で如ので,各棟に餌する考--部或-管-当者を鞭に裾線器敏の取扱hと

染色整理仕上製品の試験方法について技術指導を行をったo
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農　高　島　地　区

1.工業資材織物関係

主任　内　藤　　静

特に55Bについては調帯メーカーより品質均一､耳破れについての欠陥防止についての要望が

あり.各社ではこれが対策に苦慮し.これが指導i',:ついての依頼が多く,次の事項について重

点的に指導を行なうC

(1)言管理図による品質管理方法のやり方

(2)織物伸皮,経25a/U以上　緯14aA士5a/Uにするための製織技術についての指導

(3)耳部･他部の経仲慶の均一化について整経=程の指導を行なう

(4)撚糸機における撚斑の防止指導

2.クレープ関係

クレープ換糸及び製散は下請に依存している工場が多い｡従ってコスト高による採算悪のため

晶質低下を招いているoこれについて親機より品質均一化U=ついての実地指導の依頼を受け次

の事項を指導した｡

川　撚糸機スピ/ドルの廻転斑の防止方法

(2)撚糸機取扱いEICついての実地指等

(3)撚糸乾燥にかける指導

(4)空拓についての技術指導

(5)敬布工場における敬殴および放きず防止についての放磯の調整法指導

5　研究会講習会および展示会の開催

(り　品質管理手法と稼動分析欝習会

これらのうち品質管理手法については前年度能登川･高島両地区で開催しそれぞれ工程管理

の具体的方法について講習し･又或る工陽の帯動分析を行なった結莱(,Cつしへてその方法･効

果を能登川地区tJ=普及せしめたが,長浜地区織物業者に対しても普及せしめるo

①　日　時　　昭和42年4月24日

(参　場　所　　当所会議室

③　対象業者ならびに参加人員

長浜地区ちりめん･蜘隈･ビロード業者　　2 0名

④　担　当　品質管理手法　　　　　　　　　　　　主査　尾　本　畳　次

稼勃分析による織物=場改善　能登川支所主任　西　村　善　夫

(27　枚維機器実演展示会

業界の浮沈の波が散しく,体質改善設備近代化･合理,新製品の開発の一助とし安定成長を

図るため･新しい繊維機器を展示し広く最近の技術を認識し一層の意欲を喚起するため開催

する｡

①　日　時　昭和42年5月17-19日
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②　場　所　　当　　　　　所

(参　参観者　　延　　5_70名

④　出品物　　A　塞轍関係

B　製織準備

そr_)他の

設備

高速自動歓磯　ドピー種付

4丁秤目動織機　　〝

ジ1･カード横　2本シ1)yダー

貨望級用材科品

摘み綜批および中耳装置

コ-yチーズワイyダー

静電気除去装置等

袷温装置･冷暖房装置

品質管理用各種計測機類

C　染色･仕　　捺　染　機

上関係
防汚判･平滑剤･柔軟剤･下酷油剤等

D　織物見本　　内外織物見本･静籍等

(3)近江麻ちぢみ求評会特異報告会

本年度販売された帝ちぢみ関係の求評会が東京( 6月2日三越) ･名古屋( 6月9日松坂屋)

大阪(､6月1 6日大丸)で行なわれ関係者が出席の上来期の柄行･色彩･今後の対策等が

討議された結果を地熱つ麻ちぢみ織物業者-報告し,来期-の参考とするo

①　日　時　昭和42年7月17日

②　場　所　能登川町　湖東信用金庫

③　対象業者をらぴtrA=参力堵

潮東地区　夏座布団夜具織物.上布製造業者1 8名

④　講　師　技師　島　貫　佑　-

(4)続維機器実演展示会

さきに長浜地区で同展示会を開催したが距離約･時間的に高島地区よりの参加者には限度が

あわ約600ある零細企業者の参観は控かしかったo従ってこれらの企業者にも充分新LLへ機

器と技術を認識せしめる必要があり､勤番造改善事業推進の｢助とするため開催する.

①　日　時　昭和42年7月20-21日

②　場　所　高島郡新旭町新庄　西川織布工場

㊥　参観者　　600名

◎　出品機械　岩間式自動放機･厚親用自動規模･紡耗用部品･億科品等

静電除去装置･毛羽発見器

クレーフ耳葦糸乾燥器･スラブキャッチャー･クTJ-ナ-

光電7イラー等
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(5)ち　b　めん研究会

昨年度に引き続き経糸にテトロン･ナイロン･アセテートを5巾に塵経し研究を進めて来た

が,桂糸にはこれらの単独成しへは各種を組合わせて原糸とし.強撚･壁撚･W童･変則壁等

を作9,更にこれらの単独或いは組合わせによって数十種類の合繊ちbめんを作り,そのシ

ポ立てについて研究を進めてきた結果,現存する縮緬のシポ･風合のものが得られたので,

2 0余点を選出し業者.;D参考に資するとともに合繊ちりめん製作上の問題点･任意事項につ

いての研究事項を発衷したo

①　日　時　　昭和42年7月25日

②　場　所　　当　所　会　議　室

③　対象業者怒らびに参加ノ＼員

縮緬製造業者　　2 D名

④　捜　当　　技師　大　昔　　　真

(6)防　火加工研究会

最近アメリカでは室内装飾用品に対する防災加工処理品の進出が著しく.せたこの加工処理

を施さをいものの輸入を制限してし(ると開いているo幸1.1当所ではこの研究を昨年よb進め

てきたが,蘇/レーヨン/エステル混紡続物､重蔵についての研究が完了したのでこれが処

法効果等について普及するためその発表会を行浸った｡

(丑　地　区　　能　登　川　　　　　　　　　　　長　　　　浜

②　日　時　　8月8日　　　　　　　　　　　　　8月9日

③　場　所　能登川町湖東信用金庫　　　　　　当　　　　所

④　対　象　　染色仕上加=莫者をらぴに壁耗製造業者

@　参加者　15名　　　　　　　　　　　　　20名

⑥　担　当　　　　　　　　　　小　林　　技　師

(7)高島織物技術研究会

当地区は綿放物を主体とし,しかも産地形態よb県内で級布業構造改善事業が一番実施し易

い状態にあるのでこれが実施方法については県当局からの打合わせ会を持つをどして立案し

ているが,生産技術面における将来性をどにつVlては全く無知に等しいのでその一翼を担う

ため構造改善事業として取b上げ得るようuj=織機の選定方法について解説し計画案の参考と

するo又,織布工場改善策として稼動分析によって行}j=Vl得る方法について説明し合理化の

指針とする必要がある｡

①　日　時　　昭和42年8月1D日

②　場　所　高島織物工業個

③　対象茨らび忙参集者

高島地区織布業者　　5 0名

④　発表事項　A　革新致磯について
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堀　　井　　技　　師

B　稼動分析による工場改善について 西村能登川支所主任

(8)計測管理の方法と試験機取扱い講習会

能登川支所内にある開放試験室を更に広く活用して裁くため,撚糸･級布･仕1加工業者と

その従業員に対し計測機器による管理の実際についてそ,D技術を修得せしめるため下記のE]

程によ9講習会を開催した｡

①　9月　6日　午後1時より　各種繊維の見分け方

②　9月1 5日'　u　　　糸の番手･弓封中庭測定法

日　日
nU　　7

2　　2月　月
07　　0′

③　④

検　撚　法

糊付原糸の判定法　　　　以上捜当　中　川　技　師

染色物の汗･洗濯等の堅牢鹿試験法

防ツワ性の測宅方法

対熟性能の測定方法

樹液の粘度測定法

布の収縮率試験法　　　　以上担当　川　添　技　師

(9)絹敵物技術研究発表会

長浜地区は縮緬とビロードの産地である.又,ビロードE,-Cは花緒地と紋コート地に分けられ

るo従ってちbめんと紋ビロードの二者を組合わせて新しいセンスのある=-ト地を作るた

め地落ち部を広く取b.この部分にちi)めん状のシがを形成するちりめんビロードの試作研

究を行患ってきたが､無によbビロードの鵜奈が乱れる現象を防止し滞る製品が完成したo

又,ちbめん業界に新製品の開発方向を示すため紋紗ちりめんの試級も併せて進めてきたの

でこれらの研究内容につし1て業界-発表し製品の多様化を図った｡

①　日　時　　昭和42年9月25日

②　場　所　　当　　　　　所

③　対象たらぴに参集者

長浜地区議緬･ビロード製造業者　　　2 0名

④　発表事項　A　ちbめんビロ･-ドの製織技術について　　　勝　木　技　師

B　紋紗ちりめんの製織技術について　　　　　　　　　　u

OO　ふとん･夜具地に対する意向調査報告会

本年販売した麻ちぢみ製品のうち夏掛夜具地･座ぶとん地について東京･大坂･名古屋･京

都方面の各デパート･問屋へ職員が出向き販売状況を調査し更C/C試作図案による来期への要

望特に柄や色相について詳細に調査しこの集計ができたので業界-報告し参考yc資する｡

又,織布業構造改善事業を認識し,そD意欲を喚起し､そのときに設置し得るような最近の

織機の傾向と性能について解説を行そしへ啓蒙したo

①　E3　時　　昭和42年10月26日

㊤　場　所　能登川町　湖東繊維工業㈱
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③　対象業者をらぴに参集者　座布団･夜具地振興会々員

④　内　容　A　意向調査報告　　能登川支所主任

技師

〝

B　革新紋様について 主査

夫一哲　茂　次善　佑　　　　豊

名5　村　貫　川　添　本
■■l

西　島　中　川　尾

尽力　自動敵機取扱講習会

各地で織布業構造改善事業が進められ,本県についてもこれが推進を図ら夜ければをら夜ho

織布形態上これが推進が容易と考えられる高鳥地区においては,さきに革新織機について解

説を行在ったが更に現存する自動織機についても正しい取放しへ方法･性能･将来性等につい

てシャットル･コ.:)ブチェンジ両方式のトップメーカーより専門講師を招へしへして技術の向

上と普及に努める必要がある｡

①　日　時　昭和42年1D月19日

②　場　所　高島放物工業個

③　対象と参集者

高島地区散布業者　55人

④　講　師　遠州製作所　門　名　代　書

豊田自動級機　　日　　比　弘　雄

的　ふとん向き図案試作展示発表会

各地,D求評会.意向調査.アンケート等によって来期に期待される色相柄の研究を進めて来

たが､それに基づいた一夏掛夜具地･座ぶとん地の試作図案5 0点を展示しそれぞれについ

て意向･要求をどのよう奇形で取り入れたか解説し業界の批評を請うとともに参考としたo

①　日　時　昭和42年10月27日

㊤　場　所　湖東繊維工業㈱

③　対象と参集者

座布団･夜具地振興会員　　2 0名

④　担　当　　嶋　貫　技　師

尚,発表会後｢日本の紋様｣について映画･スライドを上映し今後の参考に資した0

8う　色彩基礎講習会

湖東地区の先染放物業は韓染によって図柄を構成していくのであるが.構図と配色の関係に

っvlては経験によるところが多いのでこれらについて理論的に構成出来るよう色相･明度彩

度の5要素から適合する配色につVlて基碇的な講習を行をう必要があるo

①　日　時　昭和42年11月17日午笹2時

②　場　所　湖東繊維工業噛

③　対象と参集者
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湖東地区先染放物業　1 5名

④　担　当　　嶋　　貫　　技　　師

臥　講習会後｢友禅･小千谷縮･江戸小紋｣の映画で色彩感覚を高めるとともに, ･68年の

春夏流行予想色見本を配布し参考に資した｡

84　麻ちぢみ新製品開発シンポジューム

盛夏向き麻ちぢみ製品,J)将来と製造技術を体得して貰うため下記内容のシンポジコ-ムを開

催したo

①　日　時　　昭和42年1 1月24日　午後1時

②　場　所　湖東繊維工業　脇

@　対象業者ならびに参集者

湖東地区麻ちぢみ製造業者　1 6名

@　講師と内容

A　夏の　き　も　のについて　　　　　　　藤川学園々長　藤　川　延　子

夏きものは将来純日本風の着付けを行をう習慣に覆っているが,近年洋風調が特に若い

人の問に浸透しているのでこの傾向にマッチしていく新しい機能を有する着物の製作法

について解説した｡

B　夏座布団.夜具地について　　　　　　京都西川(秩)富　川　四　郎

盛夏には麻が一番マッチしたもので,西洋では貴重品扱LnされてV,るが我が国では麻に

対する認識が不足しているので.これら製品の組織的をPRの必要性と販売状況･消費

者趣好について解説し　その後全員による討議を行たった｡

叫　全国繊維試験場(節)試作図案展

全国各試験場職員の創作図案を各試験場毎に巡回展示してhるが当県も先染織物業者が少を

からずあるのでこれら業者の今後の指針とするため開催した｡

①　地　区　　能　登　川　　　　　　　　　　　　電　ケ　井

②　日　時　1 1月27日　　　　　　　　　　　11月28日

③　場　所　湖東繊維工業個　　　　　　　　児玉ビロード工場

④　参集者　　25名　　　　　　　　　　　　　12名

88　ちりめん･紬試作研究発表会

当所で試紋を進めてきたヒゲ紬(網級)と括縮緬が完成したので,紬韓の一部として使用さ

れるヒゲ糸の製造法,又妬み織の解説を行をV}特に今回の終縮緬噛り綜雛に金綜雛を使用

したので,その原理･調整方法を説明し実演によって普及指導を図った｡

①　日　時　　昭和42年12月21日

㊥　場　所　　当　　　　所

③　対象と参集者

湖北地区絹織物業者　　5 0名
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④　適　当　　勝　　木　　技　師

¢カ　高島放物技術シyポジユーム

現在まで高島地区の機業地として新旭町･高島町･安曇川町が中心であったが,ここ1･2年

の間に労務事情より朽木村-も各地より賃織が浸透しはじめたo Lかしこの地区は農林業よ

りの転業であるたと減経について又織機についても全くの素人であるため製品の品質が低く

苦情が多いため親織からの要請もあり当地区の織物･撚糸業者の技術アップを図る必要があ

9,座談形式によるシンポジュームを開催したo

①　日　時　昭和45年2月10日　午前10時より

②　場　所　朽木村商工会議所

③　対象と参加者

同村内職維関係業者　　2 0名

④　捜　当　　内藤高島支所主任 堀　　井　　技　　師

住専　ビロードコート地帯習合

かねてより紋ビロードコート地に適する図柄の意向調査を行なって莱,それに基づいて来期

用の創作図案2 5点を展示U菓者の参考に賢すると共tR:色彩につVlての基経講座を行ない更

に'68年春夏の流行予想色の説明を行なゥたo

①　日　時　昭和45年2月25日　午後1時50分

②　場　所　当　　　　所

⑧　対象と参加者

長浜･醒ヶ井地区ビロードコート業者　1 0名

④　麹　当　島　貫　技　師

(19)サ　イ　ジ　ン　グ　研　究　会

本年度巡回技術指導で.高島地区のサイジyクの診断を行をh･その勧告青を配布'検討会

を行をってきたが,具体的に如何に行そうか或いは実観付原糸の特性が如何に変化したか

研究を進めて来た｡その結果をまとめ改善策の方向付を再確認せしめるため開催したo

①　日　時　昭和45年5月7日

②　場　所　高島織物工業(描)

⑨　対象と参集者

高島地区サイ･jyグ業者　　2 0名

④　抱　当　内藤高島支所主任

帥　麻帯地試作研究発表会

潮東地区の先染艶物は捺染という特殊技術を活用しているが,その中QCは上布もあ少-それ

にマッチする夏帯地が他産地で生産されているが,麻を使用したものはなく麻酔物産地とし

てもこれが育成をはかるため能登川支所でその試作を行なtJl糸使い･柄構成･組織･三ツ鰐

み方法を応用した新しいかす少調を表現する染色技術が確立されたので.その実際につV>
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詳細に解説し新製品開発の指針とした.

①　日　時

②　場　所

◎　参集者

④　発表者

昭和45年5月1 1日

昭和45年5月22日

湖東繊維工業(脇)

技師

座布団夜具振興会

上布興造業者

18名

中　　川　　　　　曹

帥　新卒就職者の技能訓練

①　日　時　昭和45年5月25唱　午前9時50分から午後A.時まで

②　場　所　当　　　　所

③　浜ちりめん関係=場新入社員　　5 0名

④　担　当　　主査　尾　本　盈　　次

⑤　内　容　浜ちりめん雇用促進協議会の要請によ9,本年度の就職者を対象に,ちりめ

ん製造法に関する技能訓疎を行食ったo

紳　和　装　品　講　習　会

本県は長浜のちりめんを始軌上布･帯･紋コート地等和服関係の製造に関係する企業が多

く,和装界の現状や将来性･新製品VCついての関心が深いところよ少,これらについて専門

的に研究している講師を帝へhL.和装業界の未来像について講習を行をい,これに基づき

研究方向を定め,産地の育成を図.3たo

①　日　時　　昭和45年5月28日

②　場　所　当　　　　所

⑨･対象と参集者

県下和装関係製造業者　　5 0名

④　講　師　高林和服研究所　　高　林　三　郎

高島屋大阪支店　　薩　　摩　嘉　弘

6　巡　回　技術　指　導　の　実　施

本県繊維産業は典型的夜零細企業者が極めて多く,不況の嵐の中にある中小繊維産業界の抜

本的体質改善を因るには問題点をあらゆる角度から捉え,総合指導によって実を挙げなければ

ならない｡そのうち技術面に関する事項について国の助成措置もあるので斯界の権威者を招い

て指導チームを構成し各工陽に入.?て按狩的た問題点の解決に当た9 ,又共通な問題点につい

て紘産地全体のものと考えこれを勧告･是正し全般的を技術アップを図るためこの事業を行在

った｡

田　長　浜　地　区

実施期間　　10月25-26日

指導員　　繊維技術士　　後　藤　康　　一
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対象企業

指導_,T,--3ヨ

県立短大教授　　藤　　田　　　　　正

繊　維　工　業　指　導　所　　職　員

ちりめん製織工場　5工場

噴　　騰　　工　　程

織　　布　　工　　程

=　　鳩　　哲　　鬼

E'j　適　愛　川　　　愛　知　川　地　区

実施期間　　1 1円占.7.8.9.28.29日

指導員　　　城北技術士　　代　　原　　武　　夫

対象Lr･:業　　席芯地製織そらぴに整理仕.上=場l C工場

指勲章掴　　　数　枚･準　備　=　彊

尊　卑　仕　上　工　程

EB　高　島　地　区

実施期間　　1 1月14.15.21.22.25日

指導員　　　工業技術院琉維工業試験所　工学博士　坪　井　弘　司

丸芳竜業(秩)開発研究部長　　　　官　本　金　雄

対象金賞　　クレーフ製織業をらぴに関連サイジング工場1 5場

指導項目　　　撚　　糸　　工　　程

管i　漁　　=　　還

御　　付　　工　程

玖上の指導項鋸･=ついて払指導所だよ机こ掲載し更に詳細な勧告古を作成し,指導対象企

業は勿論,各級合-配布し普及指導を行怠った.

7　経営技術等講習会の開催

各産地Tj技術向上と喜郎産=業に関する知識しっ普及指導によって新製品の開発意欲を向上せし

れ産地振興を図るた.LIL)次;つ詐習会を開催した0

1.縫製技術講習会

1)目　　　的

縫製加工業者に対し,加=工程の合理化とミシンの取扱い技術を修得せしめ,能葺と晶質

向上を図った.,

2)日　　　時

昭和42年9月28日　午投1時

5)場　　　所

彦　根　市　民　会　館

4)対象業者たらぴに参加人員
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彦根･愛知川等湖東地区-/Zらぴr:蚊桟縫製業者　5 D名

5)講師　と内容

東京並機(秩)縫連綿巨薬研究所　書　見　　　　陪

縫製加工('t=かける最も合期的夜=程(〕組み方しっ基本と, -fB他品目:7::ついて･:J応周方法につ

いて説明し, {=;か工業哨特殊ミシンの機構解説ならびに故障に対する処置:u仕方等加納

な面から頭品.･⊃晶質向上についてpg拷習した｡

2･自動織機の取扱vl静習会

1)目　　　的

綿スフ織物関係である能登川地区に糾､てはそJ)構造上織機の自動化(,･=よって織布･,.T,合

卿ヒを進める必要があり,その基礎知識を耗ゆるとともに現在ある設倫･･つ正しレIJR掛､

技術の向上を図った｡

2)日時と場所

昭和42年7 0月20日　　　　　湖東織維工業協同組合

5)対象業者夜ちびに参耽人員

綿スフならびに麻織物の業者　　7 5名

4)荊師と内容

遠州製作E R　　　　　門　名　代　青

豊田自動織機製作所　　　日　比　弘　雄

コップチエyジ･シャッいレチエソヂの得失,その機構説明ならぴBdI_普通執機とo比較

や他産地で行なわれる構革に対し採用号れるだろうと思われる新しレゝタイプJ自動野望

について生産性･労働価値･償却等,D面よ9比較検討し自動放模Er,=つ.!､ての認識を高め

更(/C新し明菜牌につしつての解説を行なった0

5･高島織物技術講習会

1)目　　　的

高島産地のうちクレープに関する製級技術を向上せしめ安定した製品を製造し､クレー

プの戒少と能率の増進によって来期の品不足解消を図ることを目的とした｡

2)日時と場所

昭和42年1 1月1 5日　午後1時　　　　高島放物工業協同組合

5)対象業者と参加人員

高島地区クレープ製織業者ならびにサイジyクエ場　2 0名

4)謝師と内容

日)サイジングの構茸について　　　　　　丸芳産業(秩)加

(ZJ　合敷板綿糸サイジング法について　　　　　〝　　　宮

L3)検査より見たクレープの品質につLJlて　綿ス7検査協会　広

夫　雄　7芳　金　知藤　本　瀬

サイ･jyグ関係では諸外国のサイジングの硯軌自動化率の説明.近代化',)方向付け,自
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発的忙研究を行なう心構え等を.遠州地区を例に研究成果の発表と,技術面から水質と細

則の関係,糊剤･油剤の解説と選定法,朝化の方法等を実施例によって計算し丑がら解説

したo又,クレープの裂織技術の欠点を検査の観点から指適し,級キズについて解説しA

反合格率の向上に寄与する解決方法を辞習した0

4.絹織物技術詐習会

1)目　　　的

シルクブームによって絹,D消費が増加の傾向にあ少,生糸不足より原料高を招き関係業

者V,D経営は露苦しい状態であ9 ,貴重を絹の現況を知れ研究のステップとすることが

必要であり,且つ糸自体の磐輪巨と合致した新製品の開発が要望されるので絹について啓

蒙を｢段と広げることを目的とした0

2)日　　　時

昭和42年12月7日

5)場　　　所

長　浜　商　工　会　議　所

4 )対象業者ならびに参加人員

県下絹織物業者　　4 1名

5)詐師と内容

日本絹業協会　工博　　　　　　　　　　　松　本　　　　介

工業技術院織繕工業試験所性能計測部長　　　赤　川　直　亮

世界の生糸･絹放物の生産と消費につしって国別in=その実続を示し,特に米国や欧州にか

ける生糸の消費動向現状や,日本国内における生糸の需給状況即ち最近l Dか年間の需

給,輸出入の現状,国内主要精鉄物の生糸の消費動向について説明し･更に米国にかけ

る絹敵に対する消費者のアyケ-ト結果について絹の良さ･欠点より今後の研究方向を

示したC更に引き続き絹の特性利用法として合韓を中心とした原料革命が行なわれてVl

る中で絹の特性を如何に生かし需要を伸ばす方法として各種の加工を施す時期に来てい

ることとその方法について解説し,最後に最近の生糸の品質を内外のものについて比軟

し業界の参考に賢した0

8　新製品技術開発講習会の開催

1)目　　　的

中小企業の技術向上に寄与するため都道府県市の公設試験研究機関の技術職員等C'C対し

て新製品の技術開発に関する詐習会を開催し･以って中小企業に対する技術指導能力を

育成教化するとともに地場産菜の中堅技肝者に対して自力を聴慈し産地振興に貸した｡

2)主　　　催

中小企業庁･工業技術院繊維工業試験所･滋賀県
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5)期　　　間

昭和45年2月26.27日

4)場　　　所

長　浜　商　工　会　議　所

5)参　加　者

140名

6)評師と内容

①　帝人(秩)名古屋工場長　　　　　生島爾三之

②　東洋紡績(秩)技術部　　　　　　村　上　文　男

◎　カネポー(秩)長浜工場長付　　　立　花　狗　治

④　東京工業大学　　　　　　　　　砺　波　広　明

各講師はそれぞれの立場より繊維の発展の歴史より内外の諸情勢･現況といったことを

解説∪配布関係では紡績や化合繊糸の紡糸速匿を速めコストダウyに努力していること

又I連続自動紡漬システムが採用卓れ,混打綿･統綿租疎条仕上練条の各工程が連結さ

れるとともにスピードアップが図られ,カードもメタ71ック化と共に高生産性が可能と

をって来,人員配置の合理化が行なわれているし.巻糸工春は自動化に大きな努力が集

中されている｡精紡についてもオーブyエyドスピ-yグ(トテやを用い覆いで糸を作

る方法)が開発卓れ生産コストの引き下げを行なってVhるo製織については糊付による

強伸慶の変化･耐摩耗性等のデークーを引用し準備に重点を絞って研究を進める必要が

あ少'又綿布の袈牧では160 γ･pmで0. 5本/時間/台以下の切断回数まで引き下げを

ければ大企業では採算が取れぬ現状であるo耽機につしへでは我が国では16D r.pm位が

実用的段階として長く続いたが4Dsで18ロγ,pmまでの高速が得られるようになり,こ

れまでのローチイyグノミッテtJ-では間に合わ夜くなってボックスローダー･ユニ7イ

ルが開発される理由があったが,労務費の上昇で織布工場は大きな脅威を受け,更にス

ピードを上げをくては採算が合わなくなり,謂所革新織槙と呼ばれるシャットルVス織

機(グTJッパー･レピア･ジェット等)が出現して来たo

又'加工技術については合蔵の進出と共に生地加=に関する技術開発が進められて尭た

が,繊維自体或いは糸の外観性状も逐次改善されて来ているoその他特殊性能の附与或

いは合繊の欠点即ち耐光性･染色性･帯電性･親水性･衛生加=糸が添加剤tjCよって改

善される研究が進められている｡一方独自の分野を開拓しているもの例えばバルキー加

工等があるし又化合繊の有する欠点を除去する方向,何とか天然織椎に近づけるよう天

然畝雄の欠点をカ′ーしようとする方向に研究が進められてLoるので,特産品に対して

もこれらの活用によって新製品が考えられるものと思考盲れるo竜:お織物設計をする場

合には以上の各産の新素材-加工法をよく研究し,且つ人間工学的立陽を充分考慮して

放物を作ることが肝要である0
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織物分解設計

織維製品試験検査

力織械･撚糸機調整

滋賀県立短期大学数皮　藤　　田　　　　正

滋賀県繊維工業指導所技術吏員　4　　　　　　　名

同　　　上　　　　　　5　　　　　　　名

同　　　上　　　　　　5　　　　　　　名

以上の要項ER:従って実施し･出席審8 5感以上下記の5 9名に修了証密を9月2 0日に授与

した｡

記

会　社　名　　　　氏　　名　　　　会　社　名　　　　氏　　名

北川織物(昧)　　　北　川　修　平　児玉織物工場　　　　児　玉　悦　襟

南久合名会社　　　　岩　越　　良　(宿)清敬級物　　　中　島　正　行

樋口蚊帳(株)　　　巨　椋　清　一　金息縮緬工場　　　　金沢息一郎

〝　　　　　　　　中　村　　寿　大家興業(樵)　　　松　田

〝　　　　　　　　間　壕　由　倍

(有)共立撚糸　　　木　村　敏　夫

和興織物(秩)　　　奥　村　宜　雄

〝　　　　　　　　屠　場　青　彦

河野リボン工場　　　河野太一郎

(秩)高田工場　　　山　下　正　信

〝　　　　　　　　横　田　正　雄

〝　　　　　　　　沢　井　捨　拾

大鳥織経(秩)　　　島村勝太郎

〝　　　　　　　　川　崎

〝　　　　　　　　大　島

〝　　　　　　　　樋　口

一族　次　二
英　　広　収

〝　　　　　　　　河　内　信　良

〝　　　　　　　　岩　瀬　義　次

〝　　　　　　　　上　田　勇　助

〝　　　　　　　　辻　村　行　雄

昭手職物(樵)　　　香　川　　繁

石静取結産業(株)　中　川　正　彦

〝　　　　　　　　西　畑　正　桂　垣見ビロード工場　　垣　見　敬　三

〝　　　　　　　伊賀並凡夫

〝　　　　　　　　　村　上　隆　司

〝　　　　　　　　大久保正喜

松宮絹散(株)　　　小　倉　長　代

大家産業(秩)　　　筑田爾寿隆

〝　　　　　　　　音　羽　五　男

5　職　員　の　研　修

研修者氏名　　　　期　間

技師　大　音　　其　1週間

･　中　川　　哲　　5週間

･　堀　井　利　男　　50日
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近江製綿(秩)　　　石　原　　　洋

〝　　　　　　　　中　西　康　彦

〝　　　　　　　　井　上　　蕉

高山産業(秩)　　　平　林　義　時

近江縮緬(秩) ･　安　田藤　雄　嘉

場　　　　　　所　　　　　　内

遠　州　製　作　所　　　　　自動紋槻組立

京酪府放物試験場　　　　放散法の実際

コ:業技循拓犠牲工業試験所　計謝管理技術

4　出　版　刊　行　物

業　　務　　報　　告　　審

指導所だエ少(年四回)

研究会　資料(随　時)

シガ･テキスタイルハyドブック

延1.500部

延1,ロoo部

1.000部

5　施　設　整　備　状　況

1.高　島　支　所　の　整　備

昨年変新庁舎の完成を見, 5月1 5日竣=式を挙行したが旧設備に加え本年度は下記の設

備を購入し,業界の指導体制を｣変と強化したo

布強伸慶試験機(容量5 D Dkg ) --小川----…_I_数声

ダイヤコード試験機(容量50kg)

化　　学.天　　秤

枯　　　慶　　　計

P　‡王　メ　ー　タ　ー

岩　間　式　力　敵　機

緯　　管　　巻　磯

チーズワイ　yダー

TJ y　グ　撫　糸　戟

イク　T) -撚糸機

実　　　験　　　台

給醍機及び温湿匿調整装置

2.技術　指　導　施　設　の　整備

本年匿は国庫補助金による中小企業中期技術者研修.巡回技術指導の神事慶に当た少,そ

のために必要丑下記の施設を充実したo

小　巾　力　歓　校

合　　　撚　　　機

偏　光　顕　微　鏡

7ウアイ　メーター

万　能　投　影　帯

織　推　水　分　計

テ　y　ス　タ　ー

モイスチャーモニター
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Ⅴ　　指導所に　関す　る　事碩

1　位　　　　　置

滋賀県繊維丁菜指導所　　　　　√芸駕県長,,LJt市三ソ矢元町2 7番5 9号

電話　(長浜)(言)1492

(三)41 76

所　　　　　能登川町庄野　　　　　電話(能登吊)　　1 7

新旭町　新庄　　　　　電話(新　旭-)　1 45

F　亀 ′　軒

5　組

iji

一t L甘vl

級

庶　　務　　係

(係長)

2　沿

明治44年　4月

七正. 4年　4月

大正　8年　Ll月

昭和1 1;;'I A月

昭和■61F　4月

唱和18年10声i

昭fr11 9戸〕　5F]

唱和21軍　5月

.･13:127生　4月

昭子-u5｢.L隼　9月

liヨ;I-L152施　4月

%

苫
iii

滋賀県1,:長浜･能登川工業試験場をそれぞれ設立o

長浜FE登川南場を合併し,滋賀県=業試験場とたし,能登川に本場

を置き長浜を分:場とする,

滋賀県鷺豊Ill,長浜工ギ試験場し7)2場に分割するo

能登川工業試験場高島分場を設置o

能登IFに業試験場を滋賀県染織共同加工指導所と改称o高島分場磨

止｡

長乗工業試旗場を滋賀郎工業試庚場と改称,染織共同加工指導所内

に併設｡

薬殺共同加=指導所を廃止｡

滋賀県立長.･,Ft ･能登川両=業試験場をそれぞれ設立o

能登川工業試験場と長浜工業試演場とを合併し,滋賀県立繊維=業

試飯場を設置｡

(.,iJi竃県立能登川･長浜堵施工業試験場,a 2場とするo

艮浜･能登川向繊維工業試験場を廃止o

滋賀県繊維工業指導所を設置し.長浜に本所を,能登川と高島!･'こそ

tLぞれ支所を置くo

㌣●　q首′ 能登　川支所

(主任)

高　島　支　所

(主任)

人撃,給与予算編成執行に閑す/:I,こと

公印確物及t)･施.lirt,/)哲牡に関す]-Jこと

文書物品~二･収受,驚還絹さんに関すノこユニと

そ:D他一殻庶務会計及乙r:他の係に属し,.>=い凍携Y二｢J;1十1,

こと

製織,裂桁,紫色TJ口工,工場の巡闘旨導:一二閲す,ノこと

各種撒物,メリヤス類.⊃編識試験及び指,,1(･=LiEJ1- ′)こ

各樗頼経､糸,布,メリヤス粗か染色加=試験JRL一月計-=

I:･=閏Tること

織物,意匠,図案の研究調査及び指導に関すること

轟維製品ならぴ,:,=副資材p.-･D分析また).r土産'Jj=iに関すること

繊維工業に関する各棺fJ調査,質疑応答に関すること

繊維=菜に関する研究会,講演会Iiたは講習会つ開催に

関すること

染織技術7または技青空D伝習に関すること

備付機械器具D制覇,公開,:･こ開すること

湖東･湖南方面,園係工場巡郎盲薮に関すること

識維工業:こ関する各種技術相談

純物.意匠.図案Lつ研究調査及び撲箪ミこ関すること

軽易七試豪儀',-E致定,.'二蘭すること

本所とj)事務連絡に蘭-す=-Jこと

開放講演室(･二闇TfJこと

湖西方面蘭係工場巡回指導に関すること

横維=業に蘭する各種技術相談

壁易3:試験鑑定検=E('二間すること

不所との皐務連結('･:閲すること
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4　敷地･建物

田　本　　　　　所

物　恒　化　染

地　物　和　温　孝

室　塞　蔓験　湿　験試　恒　試

5.654.02が

1.076.D Oが

5　主要設備機械

田　本　　　　　所

○　製　織　関　係

力織機(綿眉.クかレ･ビロートつ　自動織機(管･梓替)　　　輪旦撚糸撹

図

尊　重験試　案色

72が

56が

5 4刀が

7 2,7が

1 8が

開　放　工　場　　--I----------------　524が

気　　か　　ん　室　　-一一一一----一一----一一一一-　2　つが

危険物貯　蔵庫　一一一一一一一一-一一--一一一一　12卿

そ　　　rj　　　他　　--一一一一一一一一---I-A---I 4 68秒

巧　能登川　支　所

建　　　　　物　-

物

化

染

隻

重　電　董　皇　他

備

理　学　色　準　の

験

支　地物島高士壇ヨ

蒋

所

1 05.68m

事　　　務　　　室

生産技術指導室

品質管理指導軍

計測管理指導室

そ　　　の　　　他

66 1, 2　5刀が

1 95.78刀が

2C, 25孫と

28. 55が

22.689が

2D. 25が

1 2. 15が

2 1. 96が

7　7. 22が

20. 0 Dが

28.08が

4　6.52m,E

ヽ　Y

I-

小-･･7･合Y

†■　q;F

伊太利式揮糸磯

部分整経湖付機

チーズワイ/ダー

○　染色仕上関係

竪型水管式ボイラー

ローノレ捺染機(手動)

高温高圧染色機

布　染　殺

○　試験品質管確関係

張力記録装置

布破断強力試験機

フェードテスター

電子顕微鏡

保温性試験機

テクンダーテスタ一

缶　能　登川　支所

染色摩擦堅牢慶試臨機

スクラブオメーター

実体顕微鏡

ロール捺染機(手動)

田　高　島　支　所

リーテスター

自動敵機(綿用)

ストロボスコープ

八丁式撚糸殿

堂　経　機

真空糸蒸装置

漂　白　樺

高塩高圧チーズ染色根

エソポッ/グ模

ルームアナライザー

収縮医試験機

測色々差計

糸拍合力試験機

柔軟度試験機

光電分光々鹿討

ローラー糊付棲

自動哲春機

スクリーン捺染儲

電気植毛機

噴射式総染模

高温熱処理徽

万能抗張力試験機

糸強伸鑑試験散

染色物摩韓堅牢性試験機

通気匿親敵機

ストロでスコ-7

スコーチテスタ一　　　　　　　糸拍合力試験機

糸酎中庭試験機　　　　　　　サンプル放校

ストロボスコ-フ　　　　　　乾　燥　模

布強伸庭試験機(503kgま刀kg )タイヤコード試験機(50kg)

伊大利撚糸機

迅速水分計

リノグ撚糸機　　　　　　　　無芯管巻機

チーズワインダー

直示天秤
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7　職　　　　　員

所　　　　長　　　　　　　　技　術

庶　務　係　長(9月30日まで)事　務

･　　(10月1日より)

指　導　係　長

能登川支所主任

高島支所主任

庶　　務　　係

〝

〝

′

〝

∫

能登川支所

〝

〟

高　島　支　所

〝

〝
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技　術　吏　員

員　補　兵　士吏　　　　　ん

事　務

務　　　　か事　主　用　汽

査　員

吏術

主　技

補　兵　員

吏

師　等

術

技　指　技

負　補　補吏

師　事

節技　技　主

今　井　清　次　郎

織　田　憲　三

久保田　源太郎

野　々　下　増　三

西　村　善　夫

内　藤　　　　静

竹　田

川　西

斉　藤

中　川

尾　本

勝　木

小　林

前　川

大　音

木　村

福　水

魔　取

川　島

嶋　貫

中　川

川　添

堀　井

安　田

藤　　田

民章重一基嗣昌春　　忠泰善良砿

刺

寡

千

則

雄

郎

釈

治幸次其義行寿子一哲茂男清寿


